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研究主題 児童生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方

研究概要及び索引語
学校教育においては，発達段階に応じて情報社会におけるモラル教育についての取組を行

ってきた。しかしながら，子どもたちが情報社会とかかわる中でトラブルに巻き込まれるこ
とが多く，子どもたちの安全の確保は非常に重要であると考える。本研究では，児童生徒，
保護者，教師を対象に研究主題に関する実態調査を実施し，その結果を踏まえ，手だてを講
じ，実践研究を行い，児童生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方を究明した。
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「児童生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方」

１ 研究の趣旨

本県の児童生徒，保護者，教師の情報モラルの現状を明らかにするとともに，児童生徒に

情報モラルをはぐくむための提案を行う。

２ 研究主題

児童生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方

３ 研究を行う校種

小学校，中学校，高等学校，特別支援学校

４ 研究期間

平成18・19年度の２年間

５ 研究方法及び研究経過

(1) 各校種ごとに研究協力員を委嘱して，２年間を通して８回の研究協議会を実施した。

(2) 研究主題「児童生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方」を設定し，研究を進めた。

(3) 研究主題について理論研究を行うとともに，児童生徒，保護者，教師を対象に情報モラ

ルに関する実態調査を実施した。また，実態調査の結果を分析，考察し，本県の児童生徒，

保護者，教師の情報モラルの現状を明らかにした。

(4) 研究主題に基づき，校種（小学校，中学校，高等学校，特別支援学校）ごとに，研究協

力員の所属する学校で，平成19年５月から９月にかけて実践研究を実施した。

６ 研究内容

(1) 研究主題に関する基本的な考え方

今日の情報化の進展には，めざましいものがある。インターネットや携帯電話の普及・

発展は，私たちの生活様式を急速に変えてきた。その情報化の進展は，人間にとっての便

利さである「光」の部分と人間関係の希薄化，実体験の不足などからくる「影」の部分を

もたらしている。そういった情報化の「影」の部分への対応として，「影」の部分につい

ての正しい理解と対処方法を知っておくことは，情報社会に生きる人間にとって不可欠な

ものである。

「情報モラル」という言葉については，平成８年（1996年）の中央教育審議会第一次答

申の中で「情報モラルを各人が身に付けることが必要であり，子供たちの発達段階に応じ

て，適切な指導を進める必要がある。」と述べられ，情報化の「影」の部分への対応とし

て，情報モラルの確立の必要性があげられた。

そういった中，平成16年（2004年）６月１日に長崎県佐世保市において，インターネッ

ト上でのトラブルが動機の一つとしてあげられた小学校６年生の女子児童による同級生殺

害事件が発生した。これを受けて，文部科学省は「児童生徒の問題行動に関するプロジェ

クトチーム」を設置した。そこでは，再発防止に向けた取組として，学校と家庭，地域，
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関係機関等とが一層連携を密にして，

① 命を大切にする教育

② 学校で安心して学習できる環境作り

③ 情報社会の中でのモラルやマナーについての指導の在り方

に重点を置いた施策を講じることが必要であると考えた。そして，「児童生徒の問題行動

対策重点プログラム」を策定し，最終まとめを平成16年10月５日に公表した。その中で

は情報モラル，マナーという観点からの学校などにおける指導についてもふれられ，「③

情報社会の中でのモラルやマナーについての指導の在り方」では，

ア 子どもに対する情報モラル教育の充実

イ 家庭における情報モラル教育や有害情報対策への支援

ウ 有害環境対策の推進

が重要であることがあげられている。

これまでも学校教育においては，命の大切さを教える教育や情報社会におけるモラル教

育などについて取組を行ってきた。しかしながら，多くの子どもたちが命の大切さを実感

し，他人に思いやりをもって行動している中で，命の大切さや思いやりを十分に理解でき

ず，他人を傷つけている子どもがいることも事実である。

本県においても，各学校においては各教科・科目，さらに高等学校では教科「情報」の

中で発達段階に応じて情報モラルの指導を行ってきた。これからの時代を担う子どもたち

にとって，「さまざまな情報手段を有効に，そして何より安全に利用できること」は，必

要不可欠な資質といえる。

しかしながら，昨今の青少年が関係した事件において，携帯電話が悪用されたり，ネッ

ト上の掲示板がトラブルの原因になったりしたことから，子どもたちの情報手段利用の在

り方が社会的な課題として注目されている。子どもたちが情報社会と関わる中でトラブル

に巻き込まれたり，場合によっては，子どもたち自身が被害者でありながら，加害者にも

なり得るといった状況を引き起こすことも考えられるため，安全の確保は非常に重要であ

る。

このような状況を踏まえ，本県の「児童生徒，保護者，教師の情報モラルに対する意識」

の実態を明らかにし，児童生徒に情報モラルをはぐくむための提案を行うことは有意義で

あると考え，本主題を設定した。

(2) 研究主題に関する実態調査

情報モラル教育を推進するためには，その実態を把握した上で適切な指導を行う必要が

あると考え，研究協力員所属校を含めた県内の学校を対象にコンピュータや携帯電話の利

用に関する実態調査を実施した。

なお，平成19年４月に学校教育法の一部改正が施行されたのに伴い，それまでの盲・聾

・養護学校の総称である特殊教育諸学校を特別支援学校に変更して報告する。

ア 調査期間

平成18年10月31日から平成18年11月８日まで

イ 調査対象

(ｱ）児童生徒
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県内の小学校３校，中学校３校，高等学校３校，特別支援学校３校，計12校の小学

校６年生，中学校２年生，高等学校１年生，特別支援学校高等部本科１年生～３年生，

計848人を対象にして，質問紙法により実施した。

（ｲ）保護者

上記児童生徒の保護者，計844人を対象にして，質問紙法により実施した。

（ｳ）教師

上記児童生徒の所属する小学校，中学校，高等学校，特別支援学校の教師，計348

人を対象にして，質問紙法により実施した。

ウ 調査結果

実態調査の結果は，次ページ以降の通りである。
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情報モラルについての調査結果

【児童生徒】

回答者数：小学校６年生194人，中学校２年生169人，高等学校１年生185人，

特別支援学校高等部232人

１ 自分の携帯電話やパソコンを持っていますか。

① 携帯電話のみ ② パソコンのみ

③ どちらも持っている ④ どちらも持っていない

小学生の携帯電話は高学年になり，塾や習い事に通うのをきっかけに保護者が買い与えて

いるのではないかと思われる。また，保護者は子どもが中学校に進学する頃から携帯電話を

買い与え，それにより携帯電話とパソコンを合わせた保有率が80％を超えていることが考え

られる。さらに高等学校ではほとんどの生徒が自分の携帯電話を保有している状況である。

① 33.7

① 69.7

① 40.3

② 18.0

② 18.3

③ 9.8

③ 28.4

③ 26.5

③ 17.2

④ 49.0

④ 19.5

④ 35.6

① 23.2

② 1.6

② 6.9

④ 2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校６年

中学校２年

高等学校１年

特別支援学校高等部
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２ 携帯電話をおもにどのようなことに使っていますか。【複数回答可】

① 通話 ② メール ③ インターネット ④ 写真・動画・テレビ

⑤ 音楽(音楽のダウンロード） ⑥ ゲーム ⑦ その他

全体を通して「メール」の使用が多い。

小学校，特別支援学校では「通話」の使用も多い。

中学校，高等学校においては「メール」の使用が圧倒的に多い。

携帯電話がコミュニケーションの手段として利用されていることが分かる。

３ パソコンをおもにどのようなことに使っていますか。【複数回答可】

① メール ② インターネット ③ 写真・動画・テレビ

④ 音楽(音楽のダウンロード） ⑤ ゲーム ⑥ その他
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全体を通して「インターネット」の使用が圧倒的に多い。

携帯電話をコミュニケーションのツールとして，パソコンをインターネット利用のツール

として使い分けをしている。

４ 携帯電話やインターネットを一日(平日）どのくらい利用していますか。

① 全く使わない ② 30分以下 ③ 60分以下 ④ 90分以下

⑤ 120分以下 ⑥ 120分をこえる ⑦ 無記入

小学校，特別支援学校では「30分以下」が大半を占める。長時間にわたる利用者はまだ少

ない。特別支援学校では「全く使わない」生徒も約２割弱おり，保護者との連絡のみに利用

している様子である。

中学校，高等学校においては「30分以下」から「120分以下」まで人数が平均し，校種が

上がるにつれて利用時間の増加傾向がみられる。

高等学校では４割以上の生徒が「120分をこえる」状況で，メールやインターネットに依

存している生徒が多い。

① 7.4
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５ あなたの家では携帯電話やインターネットを使うときのルールはありますか。

① はい ② いいえ ③ 無記入

小学校，特別支援学校では携帯電話やインターネットを使うときのルールがあるかという

問いに対して，「はい」という回答が半数を超える。中学校，高等学校では「いいえ」とい

う回答が半数を超えている。

５－１ 「①はい」と答えた人だけに質問します。それはどんなルールですか。

【複数回答可】

① 料金について（通話，メール，有料コンテンツなど）

② メールの使い方について ③ インターネットの使い方について

④ カメラ機能の使い方について ⑤ その他

① 41.2

① 52.0

② 39.4

② 58.1

① 59.6

① 38.1 ② 60.8

② 44.7

③ 3.3

③ 1.1

③ 0.7

③ 1.0
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その他の内容

【小学校６年】

・ヤフーキッズのみを使用

・何を見るかを親に話す

・出会い系サイトをやらない

・セキュリティの指示に従う

・ゲームをあまりやらない

・時間の制限

【中学校２年】

・時間の制限（４人）

・悪いことはしない

【特別支援学校高等部】

・必要がない時は使わない

・着信履歴を必ず残しておく

全体を通して「料金について」が圧倒的に多い。

料金の支払いについては一番現実的な問題であり，家庭において使いすぎを注意されてい

るケースが多い。しかしながら，肝心のメールやインターネットの使い方のルールづくりは

あまりされていないのではないか。

また，小学校ではその他の記述であげられているように保護者との話し合いをもっている

ようである。しかし，中学校以上になると話し合いの機会が減少しているのではないかと思

われる。

メールやインターネットの使い方のルールづくりを含めて，問題が起きる前にきちんと家

庭でルールづくりや話し合いの機会を設ける必要がある。

６ 携帯電話やインターネットを利用してみて「良かった」と思ったことは何ですか。

【記述回答】

【小学校６年】194人

・緊急の連絡に便利（44人）

・調べ学習に使える（31人）

・友達が増えた（10人）

・カメラ・音楽・ゲームが楽しめる（９人）

・迷子にならない（１人）

・寝坊しなくなった(１人）

【中学校２年】169人

・情報収集（27人）

・すぐに連絡がとれる（22人）

・友達が増えた（14人）
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・趣味・遊びに役立つ(８人）

・メールができる（６人）

【高等学校１年】185人

・すぐに連絡がとれる（65人）

・情報の入手（35人）

・便利・楽である（20人）

・友達が増えた（18人）

・メールができる（８人）

・音楽のダウンロード（７人）

・楽しい（５人）

・会えなくても会っている気になる（１人）

・自分のサイトの公開（１人）

【特別支援学校高等部】232人

・すぐに連絡がとれる（37人）

・メールができる（27人）

・いろいろな情報を知ることができる（16人）

・いろいろなことを調べることができる（８人）

・ゲームや音楽が楽しめる（８人）

・遠くの友達とも話すことができる（７人）

・使っていて楽しい（５人）

・いろいろなサイトを見ることができる（２人）

・いろいろなニュースを見ることができる（２人）

・テレビを見ることができる（２人）

・友達が増えた（２人）

携帯電話の利用は連絡の手段として有効である。また，友達が増えたことが多くあげられ，

交友関係を広げている様子が分かる。このことは，いわゆる「メル友」の増加につながって

いるのではないかと思われる。

インターネットの利用は小学校では調べ学習，中学校以上では自分の趣味のＷｅｂページ

を見るなど，情報収集に役立っていることが分かる。
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７ 携帯電話やインターネットを利用してみて「いやだな」と思ったことは何ですか。

【記述回答】

【小学校６年】194人

・迷惑メール（26人）

・使用料金（８人）

・有害サイト（６人）

・操作方法が難しい（６人）

・誹謗中傷（５人）

・利用時間（４人）

・事件に巻き込まれる（３人）

・ウィルス感染（２人）

【中学校２年】169人

・迷惑メール（20人）

・使用料金（20人）

・掲示板荒らし（８人）

・視力が落ちる（４人）

・いたずら電話（４人）

・有害サイト（３人）

・勉強に差し支える（１人）

・マナーを守らない人がいる（１人）

・通信速度が遅い（１人）

【高等学校１年】185人

・迷惑メール（49人）

・使用料金（15人）

・知らない人からの電話（13人）

・有害サイト（６人）

・操作が難しい（６人）

・誹謗中傷（５人）

・出会い系サイト（４人）

・人間関係が嫌になった（２人）

・ワンクリック詐欺（２人）

・ネットゲームのトラブル（２人）

・メールに集中してしまう（２人）

・着信拒否（１人）

・誘惑（１人）

・いたずら電話（１人）

・ウィルス感染（１人）

・通信速度が遅い（１人）
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【特別支援学校高等部】232人

・迷惑メール（18人）

・使用料金（14人）

・知らない人からの電話（13人）

・いたずら電話（６人）

・ウィルス感染（４人）

・ワンクリック詐欺（４人）

・有害サイト（２人）

・間違い電話（１人）

・情報漏えい（１人）

全体を通して迷惑メールについて不安を感じ，長時間の利用者については使用料金が高額

になり困っているようである。また，高等学校，特別支援学校では知らない人からの電話に

不安を感じている。

また，少数であるが誹謗中傷や掲示板あらしがあげられ，今後人間関係のトラブルにつな

がっていくことが危惧される。さらに，有害サイトについてもあげられており，大きな問題

になる前にフィルタリングを含めて対策を講じていかなければならないと考える。
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【中学校２年生】169人

８ ふだん学校ではあまり話していない友だちと携帯電話でメールのやりとりをしますか。

① はい ② いいえ ③ 無記入

やりとりをしているという回答が半数を

やや切る状況である。

生徒はふだんあまり話さない友人とも携

帯電話でメールのやりとりをしている状況

である。

９ 直接会ったことのない学校以外の人と携帯電話のメールでやりとりしたことがありま

すか。

① はい ② いいえ ③ 無記入

やりとりをしたことがあるという回答が

３割弱の状況であった。

これらはネットで知り合った形の友だち

であり，いわゆる「メル友」の存在である

と思われる。

10 携帯電話のメールを通して，知らない人と直接会ったことがありますか。

① はい ② いいえ ③ 無記入

知らない人と直接会ったことがあるとい

う回答はごくわずかであった。

ほとんどの生徒が知らない人とは会わな

いようにしていることが分かる。知らない

人と直接会うことは避けるとともに，保護

者や教師がこういった状況をしっかりと把

握して子どもに携帯電話の正しい使い方を

指導する必要がある。

中学校２年

①
44.9%

②
54.4%

③
0.7%

中学校２年

①
27.9%

②
71.3%

③
0.7%

中学校２年
①

2.2%

②
97.1%

③
0.7%
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【高等学校１年生】185人

８ 掲示板サイトに関することについて，経験したことは何ですか。【複数回答可】

① 見たことがある ② 書き込みをしたことがある

③ 自分のことを書き込まれたことがある

④ 他人の悪口や個人情報が書き込まれているのを見たことがある

⑤ 他人の悪口や個人情報を書き込んだことがある

⑥ 自分に必要な情報を得ることができた

⑦ 他人に必要な情報を得ることができた

⑧ 掲示板上では自分の意見・考えを伝えることができる

⑨ その他 ⑩ ない

その他の内容

・友達が書き込まれた

「見たことがある」「自分に必要な情報を得ることができた」といった掲示板サイトを見

た経験があるといった回答が多い。また，「書き込みをしたことがある」という積極的な利

用をしている回答も48人と多い。このことから，トラブルや事件の発生につながらないよう

に，掲示板を利用する際のマナーやルールを指導する必要があると思われる。

89
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6

17

1

28
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9

2

27
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見たことがある
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他人の悪口や個人情報が書き込まれているのを見たことがある

他人の悪口や個人情報を書き込んだことがある

自分に必要な情報を得ることができた

他人に必要な情報を教えることができた

掲示板上では自分の意見・考えを伝えることができる

その他

ない

人
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９ 出会い系サイトに関することについて，経験したことは何ですか。【複数回答可】

① 見たことがある ② 書き込みをしたことがある

③ 自分のことを書き込まれたことがある

④ 出会い系サイトで知り合った人と会ったことがある

⑤ その他 ⑥ ない

その他の内容

・いつの間にか登録

されていた

経験したことはない

という回答が圧倒的で

ある。少数であるが，

「書き込みをしたこと

がある」「自分のこと

を書き込まれたことが

ある」という回答があ

り，注意が必要である。また，「出会い系サイトで知り合った人と会ったことがある」とい

う回答があった。トラブルや事件の発生につながらないように，保護者に対して注意をうな

がす必要がある。

10 ネットショッピングに関することについて，経験したことは何ですか。【複数回答可】

① 見たことがある ② 購入したことがある

③ お金だけ支払って，品物が届かなかった（違うものが届いた）ことがある

④ その他 ⑤ ない

「見たことがある」

という回答が49人で，

ネットショッピングに

関して興味をもってい

るようである。

「購入したことがあ

る」という回答が46人

であるが，「お金だけ

支払って，品物が届か

なかった（違うものが

届いた）ことがある」という回答はなく，今のところ問題は出ていないようである。しかし，

ネットショッピングを利用する際には保護者も含めて十分に注意をしてほしい。

36

2

2

2

1

141

0 20 40 60 80 100 120 140 160

見たことがある

書き込みをしたことがある

自分のことを書き込まれたことがある
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その他
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人

49

46

0

2

83

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
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お金だけ支払って，品物が届かなかった（違うも
のが届いた）ことがある

その他

ない

人
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11 ネットオークションに関することについて，経験したことは何ですか。【複数回答可】

① 見たことがある ② 出品したことがある

③ 購入したことがある

④ お金だけ支払って，品物が届かなかった（違うものが届いた）ことがある

⑤ その他 ⑥ ない

「見たことがある」

という回答が68人で，

ネットオークションに

関して興味をもってい

るようである。「購入

したことがある」とい

う回答が20人である

が，「お金だけ支払っ

て，品物が届かなかっ

た（違うものが届いた）

ことがある」という回

答はなく，今のところ問題はでていないようであるが，ネットオークションを利用する際に

は保護者も含めて十分に注意をしてほしい。

68

6

20

0

5

82

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

見たことがある

出品したことがある
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その他

ない

人
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情報モラルについての調査結果

【保護者】

回答者数：小学校６年生保護者163人，中学校２年生保護者116人，

高等学校１年生保護者119人，特別支援学校高等部保護者173人

１ あなたのお子さんは携帯電話やパソコンを持っていますか。

① 携帯電話のみ ② パソコンのみ

③ どちらも持っている ④ どちらも持っていない

児童生徒対象の調査での「自分の携帯電話やパソコンを持っていますか。」という設問に

対する回答状況とほぼ一致をしている。保護者は子どもたちの携帯電話やパソコンの保有状

況をほぼ把握しているようである。

① 35.1

① 65.5

① 36.4

② 18.5

② 18.4

③ 12.3

③ 23.7

③ 31.1

③ 23.1

④ 46.3

④ 22.8

④ 35.3

① 22.8

② 5.2

② 0.8 ④ 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校６年

中学校２年

高等学校１年

特別支援学校高等部
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２ あなたのお子さんは携帯電話をおもにどのようなことに使っているようですか

【複数回答可】

① 通話 ② メール ③ インターネット ④ 写真・動画・テレビ

⑤ 音楽(音楽のダウンロード） ⑥ ゲーム ⑦ その他

全体を通して「メール」の使用が主であることを把握している。小学校，特別支援学校で

は「通話」の使用も多い状況である。

３ あなたのお子さんはパソコンをおもにどのようなことに使っているようですか。

【複数回答可】

① メール ② インターネット ③ 写真・動画・テレビ

④ 音楽(音楽のダウンロード） ⑤ ゲーム ⑥ その他

31
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その他の内容

【小学校】

・調べ学習

・夢小説

【中学校】

・使っていない（２人）

全体を通して「インターネット」の使用が主であることを把握している。

小学校においては，「ゲーム」の使用が主であることを把握している人数が多く見られた。

４ あなたのお子さんは携帯電話やインターネットを一日(平日）どのくらい使っているよ

うですか。

① 全く使わない ② 30分以下 ③ 60分以下 ④ 90分以下

⑤ 120分以下 ⑥ 120分をこえる ⑦ 無記入

小学校，特別支援学校においては「30分以下」が多く，利用時間をよく把握しているよう

である。高等学校においても「120分をこえる」という状況を含めて利用時間を把握してい

る様子である。

しかし，中学校における生徒対象の調査では「90分以下」より長い時間の回答が多くみら

れたが，保護者からは「60分以下」が多く，実態把握のずれが生じている。

① 12.5

① 12.5

② 52.9

② 46.6

③ 31.0

③ 26.1

③ 28.4

③ 14.3

④ 6.9

④ 6.8⑤ 6.8

⑤ 17.2 ⑥ 23.3

① 0.0

① 2.3

② 53.6

② 18.1

④ 5.4

④ 12.9

⑤ 1.1

⑤ 3.6

⑥ 5.7

⑥ 0.9

⑥ 1.1

⑦ 9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校６年

中学校２年

高等学校１年

特別支援学校高等部
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５ あなたの家ではお子さんと携帯電話やインターネットを使うときのルールを決めてい

ますか。

① はい ② いいえ ③ 無記入

中学校，高等学校ではルールを決めているという割合が高く，生徒対象の調査における回

答状況とはルールの有無で割合が逆転している。このことから生徒と保護者との間に意識の

ずれが生じていることが分かる。

保護者はルールを決めているということで安心感を感じているようであるが，子どもたち

は年齢が上がるにつれルールという意識をあまりもっていないようである。

保護者はルールを決めていることに安心をしないで携帯電話やインターネットの利用につ

いて常にチェックをすべきである。

① 75.0

① 64.3

② 20.7

② 25.0

① 58.6

① 78.2

② 8.9

② 41.4

③ 1.1

③ 26.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校６年

中学校２年

高等学校１年

特別支援学校高等部
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５－１ 「①はい」と答えた方に質問します。それはどんなルールですか。【複数回答可】

① 料金について（通話，メール，有料コンテンツなど）

② メールの使い方について

③ インターネットの使い方について

④ カメラ機能の使い方について

⑤ その他

その他の内容

【小学校６年保護者】

・時間制限

・親の前で使う

・何を見るか申告してから使用

【中学校２年保護者】

・時間制限

・個人情報の保護

【高等学校１年保護者】

・出会い系サイトの利用禁止

【特別支援学校高等部保護者】

・知らない電話にはでない

全体を通して，料金についてのルールが多い。

高等学校を除いてはインターネットの使い方についてのルールも多いが，メールやインタ

ーネットの使い方についてはルールづくりや話し合いの機会をさらに設けてほしい。
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６ あなたのお子さんが携帯電話やインターネットを利用することでどんなことに役立っ

ていると思いますか。【記述回答】

【小学校６年保護者】163人

・情報収集（84人）

・連絡に便利（67人）

・現代社会で役立つ（５人）

【中学校２年保護者】116人

・連絡に便利（36人）

・友人とのコミュニケーション（16人）

・情報収集（11人）

・学習面で役立つ（９人）

・趣味・娯楽（２人）

【高等学校１年保護者】119人

・連絡に便利（33人）

・情報収集（26人）

・友人とのコミュニケーション（４人）

・パソコンに慣れる（２人）

・趣味・思考の幅の拡大（２人）

【特別支援学校高等部保護者】173人

・連絡に便利（60人）

・情報収集（37人）

・友人とのコミュニケーション（12人）

・メールのやりとりで文章表現が上達する（２人）

・情報化社会として便利である（２人）

・娯楽（２人）

・資料の提供（１人）

全体を通して情報収集と連絡に便利という記述が多い。児童生徒対象の調査（P.8～9）で

は友達が増えたという記述も多い。保護者は子どもたちとの連絡に便利，子どもたちは友達

と会話やメールをすることが携帯電話やインターネットの利点と考えており，意識のずれを

感じる。

７ あなたのお子さんが携帯電話やインターネットを利用することでどんなことが危険だ

と思いますか。【記述回答】

【小学校６年保護者】163人

・有害サイト（76人）
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・迷惑メール（38人）

・使用料金（17人）

・トラブルに巻き込まれる（11人）

・コミュニケーション力の低下（７人）

・出会い系サイト（５人）

・ウィルス感染（５人）

・利用時間（４人）

・個人情報の漏えい（３人）

・モラルの低下（２人）

・漢字力の低下（２人）

【中学校２年保護者】116人

・有害サイト（58人）

・友人関係（12人）

・詐欺・架空請求（８人）

・出会い系サイト（７人）

・利用していないのでわからない（４人）

・家庭学習の時間の低下（１人）

【高等学校１年保護者】119人

・有害サイト（36人）

・出会い系サイト（18人）

・詐欺・架空請求（７人）

・事件に巻き込まれる（４人）

・使用料金（２人）

・家庭学習の時間の低下（２人）

・個人情報の漏えい（２人）

・迷惑メール（１人）

・親が利用状況を確認できない（１人）

【特別支援学校高等部保護者】173人

・有害サイト（43人）

・使用料金（19人）

・出会い系サイト（11人）

・有料サイト（９人）

・事件に巻き込まれる（９人）

・善悪の区別（６人）

・携帯電話の紛失（４人）

・個人情報の漏えい（３人）

・オークション（２人）

・親の承諾なしに商品を購入できるところ（２人）

・迷惑メール（２人）

・携帯電話に依存してしまうところ（１人）



- 23 -

・情報管理（１人）

全体を通して「有害サイト」と「使用料金」に保護者が不安を感じている。有害サイトに

ついては，大きな問題になる前にフィルタリングを含めて対策を講じていかなければならな

いと考える。使用料金についても子どもとの話し合いの場をもっと設けてほしい。

小学校においては「迷惑メール」,高等学校と特別支援学校においては「出会い系サイト」

が多くあげられ，非常に危機感を感じる。

また，少数ではあるが，高等学校では「親が利用状況を確認できない」，特別支援学校で

は「親の承諾なしに商品を購入できるところ」という記述があり，深刻さを感じる。

８ 携帯電話やインターネットの利用について学校で指導してもらいたいことは何ですか。

【複数回答可】

① 操作技術 ② 知識 ③ マナー

④ 有害情報や危険なサイト ⑤ 情報処理能力 ⑥ その他

その他の内容

【小学校６年保護者】

・会話で伝えることと文字で伝えることの違い

【高等学校１年保護者】

・親がやることである（４人）

全体を通して，「有害情報や危険なサイト」の回答が圧倒的に多く，「マナー」がそれに

続く。やはり，保護者は有害サイトに子どもたちが接することを危惧しており，危険なこと

への対処法について学校での指導をのぞんでいる。

一方，小学校や特別支援学校では「操作技術」や「知識」の回答も多い。携帯電話やイン

ターネットの急速な発展には保護者もついていけず，子どもたちの指導がむずかしいことが

見受けられる。

15

30

59

112

13

1
12 13

38

76

9
0

6 8

26

75

16

4

28 30

47

98

20

3

0

20

40

60

80

100

120

操作技術 知識 マナー

有害情報や危険なサイト

情報処理能力
その他

人

小学校６年 中学校２年 高等学校１年 特別支援学校高等部



- 24 -

情報モラルについての調査結果

【教師】

回答者数：小学校教師88人，中学校教師49人，高等学校教師96人，

特別支援学校高等部教師93人

１ 情報モラルについて説明できますか。

① できる ② ある程度できる ③ できない

小学校と中学校では約８割が，高等学校と特別支援学校では７割前後がある程度まで含め

て，情報モラルについて説明できるという状況である。

① 16.3

② 64.8

② 65.3

③ 20.5

③ 18.4

③ 26.0

③ 32.3

① 5.4

① 4.2

① 14.8

② 62.4

② 69.8
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２ 児童生徒の携帯電話の保有率を把握していますか。

① している ② だいたいしている ③ あまりしていない ④していない

中学校，高等学校，特別支援学校では７割を超える教師が子どもたちの携帯電話の保有率

を把握している。小学校の割合が低いのは子どもたちの携帯電話の保有率が低く，問題点も

上がっていないが，生徒指導上，実態をきちんと把握する必要があると考える。

３ 情報モラルに関する研修を校外で受けたことがありますか。

① ある ② ない

小学校，中学校では４割を超えているが，高等学校，特別支援学校では３割に満たない。

校外での研修を受ける機会が少なく，同じ教師が繰り返し受講していることも考えられる。

① 24.5

① 25.0

① 28.0

② 30.7

② 53.1
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③ 20.4

③ 15.6
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４ 情報モラルに関する研修を校内で受けたことがありますか。

① ある ② ない ③ 無記入

小学校では約８割，中学校では９割にせまっているが，高等学校，特別支援学校では，５

割に満たない。小学校，中学校では校外での研修の受講者や情報教育リーダー等を通して校

内研修や伝達講習が行われているようである。高等学校，特別支援学校では校外研修受講の

割合が低い上，校内研修や伝達研修の機会が少なく，学校内に研修内容が十分に伝わってい

ないと思われる。

５ 情報モラルに関する授業をしたことがありますか。

① ある ② ない ③ 無記入

① 87.8

① 49.0

① 49.5

② 20.5

② 12.2

① 79.5

② 50.5

② 50.0

③ 1.0
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情報モラルに関する授業を行ったことのある教師は一部に限られている。

ＩＣＴを活用した授業をしたことがある教師は多いが，情報モラルについての指導はまだ

まだ十分に実践されていない。これからの時代を考え，情報モラルについての指導を大切に

考え，実施していきたい。

５－１ 「①ある」と答えた方に聞きます。どのような内容ですか。具体的に書いてくだ

さい。【記述回答】

【小学校教師】88人

・ネチケット（12人）

・著作権（５人）

・セキュリティ（３人）

・架空請求（３人）

・有害サイト（２人）

【中学校教師】49人

・サイバー犯罪（２人）

・インターネットオークションの危険性（２人）

・著作権（２人）

・携帯電話の使用法（１人）

・プライバシーの保護（１人）

【高等学校教師】96人

・個人情報の管理（４人）

・セキュリティ（３人）

・メール（３人）

・掲示板（２人）

・著作権（１人）

・インターネットの利用マナー（１人）

【特別支援学校教師】93人

・携帯電話の使用法（７人）

・ネチケット（２人）

・サイトの危険性（１人）

・著作権（１人）

授業を行ったことがあるという状況の中で，全体を通して，著作権の内容を扱った指導は

行われているようである。

小学校ではネチケット，中学校ではサイバー犯罪にからむものや携帯電話の使用法，高等

学校では個人情報やセキュリティの問題点，メールの使用法，特別支援学校では携帯電話の

使用法の内容を中心に行われている。
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６ 情報モラルについて家庭にどのような方法で啓発していますか。【記述回答】

【小学校教師】88人

・学年だより（21人）

・保護者会（14人）

・学校Ｗｅｂページ（１人）

・保護者面談（１人）

・本人を通して（１人）

【中学校教師】49人

・学年だより（14人）

・保護者会（12人）

・冊子配布（１人）

【高等学校教師】96人

・プリント配布（８人）

・保護者会（５人）

・保護者面談（２人）

・雑談の中で知らせる（１人）

【特別支援学校教師】93人

・保護者面談（10人）

・保護者会（６人）

・その都度，担任から（４人）

・連絡帳やおたよりを通して（３人）

・本人を通して（２人）

・保護者来校時に直接（１人）

小学校，中学校では学年だよりや学校だよりを配布したり，保護者会の場で啓発をしてい

る様子である。高等学校や特別支援学校では啓発の機会が少ないが，そういった中でもプリ

ントを配布したり，保護者面談や保護者会を通して啓発を行っている。

今後は，家庭に対して啓発の機会をさらに多くしていかなければならないと考える。
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７ 情報モラルについて家庭から要望や相談を受けたことがありますか。

① ある ② ない ③ 無記入

小学校，中学校では２割に，高等学校，特別支援学校では１割に満たない割合である。児

童生徒や保護者対象の調査での携帯電話やパソコンの保有率，携帯電話やインターネットの

利用に危機感をもっている状況から判断すると，家庭からの要望や相談をあまり受けていな

い状況である。

７－１ 「①ある」と答えた方に聞きます。どのような要望や相談ですか。具体的に書い

てください。【記述回答】

【小学校教師】88人

・携帯電話に夢中になっている（８人）

・架空請求の対処法（３人）

・個人情報の保護について（２人）

・迷惑メールの対処法（２人）

・出会い系サイトの対処法（１人）

【中学校教師】49人

・携帯電話に夢中になっている（３人）

・ＣＤの違法コピーについて（２人）

・有害サイトへのアクセス制限（１人）

・掲示板への書き込みについてのマナー（１人）

・チェーンメールの対処法（１人）

・メールをきっかけとした人間関係のトラブル（１人）

① 18.4

① 9.7

② 83.0

② 81.6

① 5.2

① 17.0

② 89.2

② 91.7

③ 3.1

③ 1.1
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【高等学校教師】96人

・出会い系サイトの対処法（１人）

・チェーンメールの対処法（１人）

・誹謗中傷の対処法（１人）

・嫌がらせの対処法（１人）

・迷惑メールの対処法（１人）

・名簿の作成について（１人）

【特別支援学校教師】93人

・有害サイトへのアクセス制限（４人）

・チャットに夢中になっている（１人）

・使用料金について（１人）

・迷惑メールの対処法（１人）

要望や相談の内容としては，小学校，中学校では携帯電話の使用やメールを利用する上で

の問題点，高等学校，特別支援学校では出会い系サイトや有害サイトなど，携帯電話やイン

ターネットを利用する上での問題点や危険性について，家庭から要望や相談を受けている。

８ 情報モラルの指導を通して児童生徒に何を身に付けさせたいですか。【記述回答】

【小学校教師】88人

・マナー（33人）

・危険性についての知識（21人）

・ルール（15人）

・個人情報の保護（14人）

・情報を適切に判断する能力（７人）

【中学校教師】49人

・モラル（８人）

・人権意識の向上（６人）

・情報を適切に判断する能力（５人）

・データの自己管理能力（４人）

・マナー（４人）

・危険性についての知識（３人）

・プライバシーの尊重（２人）

・道徳性，公正・公平，生きる力（１人）

・法を守る大切さ（１人）

・情報化社会を理解していく能力（１人）

・人への思いやり，優しさ（１人）

・有害サイトへの対処法（１人）
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【高等学校教師】96人

・マナー（12人）

・他人への思いやり（８人）

・危険性についての知識（６人）

・情報を適切に判断する能力（５人）

・個人情報の保護（３人）

・プライバシーの保護（３人）

・モラル（２人）

・人権保護（２人）

【特別支援学校教師】93人

・危険性についての知識（10人）

・マナー（８人）

・情報を適切に判断する能力（８人）

・個人情報の保護（６人）

・情報を積極的に活用し，情報化社会を生き抜く力（３人）

・ルール（２人）

・有害サイトや迷惑メールの対処法（２人）

・新しい時代の一般常識（１人）

・著作権の知識（１人）

・他人への思いやり（１人）

児童生徒に身に付けさせたいこととして，全体を通してマナーや危険性についての知識を

あげている。小学校においてはルール，中学校ではモラル，高等学校では他人への思いやり，

特別支援学校では情報を適切に判断する能力をもってほしいということがうかがわれる。

保護者対象の調査から，保護者が携帯電話やインターネットの利用について，学校で指導

してもらいたい内容が「有害情報や危険なサイト」「マナー」が多いことから考えると，保

護者と教師間の意識が合致している。
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９ 携帯電話やインターネットを利用する際のマナーなどを児童生徒が学ぶ場として，中

心となるべき場はどこだと思いますか。【複数回答】

① 家庭 ② 学校 ③ 地域 ④ その他

その他の内容

【小学校教師】

・家庭と学校で（１人）

・企業主催の学習会（１人）

【中学校教師】

・携帯電話の販売店（１人）

【高等学校教師】

・社会全体（５人）

・携帯電話企業（３人）

・県教育委員会（１人）

【特別支援学校教師】

・家庭と学校で（１人）

全体を通して「家庭」が中心となるべきであるという回答がほぼ半数を占め，「学校」で

指導を行うべきであるという回答がそれに続く。保護者対象の調査から学校で指導してもら

いたい要望事項が多くあがっていることを考えると，「家庭」と「学校」，「地域」等を含め

て社会全体で行い，子どもたちを家庭と学校，地域の中で育てていくことも大切である。ま

た，少数意見であるが携帯電話関連の企業や販売店が中心となるべきであるという回答もあ

った。

学校においては，発達段階に応じた情報モラル教育の充実を図る必要がある。また，家庭

に対しても情報モラル教育や有害情報対策の支援を行う必要がある。各地域においては有害

情報から子どもを守るネットワークづくりの取組が始まっている。

今後は，携帯電話やインターネットを利用する際のマナーなどを児童生徒が学ぶ場として

学校，保護者，地域が連携して取り組み，児童生徒を見守っていくことが大切であると考え

る。
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(3) 研究主題に迫るための手だて

児童生徒，保護者，教師を対象とした実態調査の結果を踏まえ，次のような手だてを講

じ，授業や学校行事等の実践研究を通して研究主題を究明することとした。

ア 小学校において

実態調査から判断すると携帯電話やパソコンの所持率は低いが，年々増加の傾向にあ

り，小学校段階から携帯電話の使い方や情報モラルについての指導が必要である。

携帯電話の中でも特にメールの使い方については，児童だけでなく保護者にも指導が

必要である。また，保護者が子どもに携帯電話を持たせたがるという実態であるので，

保護者への啓発も必要である。インターネットは学校では調べ学習で使うことが多く，

教師の目の届く範囲で使用している。しかし，家庭では保護者の目の届かない範囲での

利用が多く，個人のモラルに委ねなければならないので，学校だけでなく家庭でのきち

んとした指導が必要である。

イ 中学校において

実態調査から判断すると携帯電話やインターネットを利用するときのルールがない家

庭が過半数であった。児童生徒に対してルールがないためにおこるメールやインターネ

ットでのトラブルについて，事例をもとに考えさせる機会をもつ必要がある。

また，保護者の多くは子どもの携帯電話やインターネットの利用状況をよく把握し

ていないので，改めて子どもとの話し合いの時間をもってもらうため，保護者参加型

の授業や学校行事等を行う。さらに，教師に対しても研究授業を通し，情報モラルに

関する研修の機会を増やす。

ウ 高等学校において

実態調査から判断すると生徒・教師・保護者の情報モラルに対する意識のずれを感じ

る。現在，高校生のほぼ全員が携帯電話を所持しているのが実態である。このことから

携帯電話を所持させない，学校に持ち込ませないという指導ができないのが現状である。

生徒たちが携帯電話やインターネットをどのように利用しているのか，興味がない，

知らないという教師や保護者が多いのも実態である。このことから，生徒に対する情

報教育の指導に力を入れる。また，生徒の携帯電話やインターネットの利用状況や被

害状況を把握し，教師の指導力向上のための校内研修を実施する。さらに，保護者に

対しても情報提供をこまめに行い，指導と啓発を行う。

エ 特別支援学校において

実態調査から判断すると生徒が携帯電話を所持したり，インターネットを扱う機会

がさらに増えてきている。保護者が危惧している点としては有害サイトやマナーに関

するものが多い。そこで，携帯電話やインターネットの正しい使い方や有害サイトの

危険性に関してどれだけ知識や理解があるか，アンケートを実施する。アンケートの

結果をもとに「正しく安全に使うことができる」ための授業実践を行う。

(4) 実践研究

研究の基本的な考えと実態調査の結果を踏まえ，手だてを講じ，「児童生徒に情報モラ

ルをはぐくむ指導の在り方」を究明するため，研究協力員の所属校９校（小学校３校，中

学校３校，高等学校２校，特別支援学校１校）で実践研究を行った。
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【研究１】 小学校における情報モラルの指導の在り方

－第４学年の情報メディア活用に対する意識の分析を通して－

(1) 研究のねらい

現代の子どもたちは，多様な情報メディアの氾濫する中で生活している。そして，何が

必要なのか，何が正しいのかを理解しないうちに周囲にあふれるメディアに接し，気づか

ないうちに犯罪の中に流されてしまっている。気がついた時には取り返しのつかないこと

になっていることが多い。

そんな子どもたちに正しい情報モラルを教えていくのは，家族・地域そして私たち教師

であると考える。私たちは，家族や地域が指導できない部分でのソフト面に関する指導を

し，補っていく必要がある。しかも，その指導は，まだ，犯罪に巻き込まれることの少な

い小学校が最も適していると考える。

本学年に対しては，２年生の時に個人情報に関する内容の授業を実施している。しかし，

当時，分かりやすく説明したつもりでもあまり理解することはできなかったらしく，授業

の内容を聞いても答えられる児童は少なかった。

本校では，情報メディアに関するトラブルは発生していないが，児童のほとんどが進学

する中学校においては，情報機器（携帯電話）でのコミュニケーション不足から生じるト

ラブルが生徒指導の原因の一つに挙げられているようだ。様々な場面においてモラルを教

えられてきているはずなのに，どうして忘れてしまうのか。正しい行為を揺り動かす何か

があるのか。

果たして，子どもを取り囲む大人はどうか。手本となっているのか。

子どもたちのモラルをはぐくみながら，それを取り囲む周囲の意識を少しでも変えてい

きたいと考え，このテーマを設定した。

(2) 児童に情報モラルをはぐくむための手だて

① アンケート調査

児童の実態を把握する手段として，著作権に関するアンケート調査を実施し，どのくら

いの認識があるのかを確認する。内容的には，４年生でも分かるような簡単で身近なもの

とし回答しやすいようにする。

② 児童の実態を把握し，それをもとにした授業の展開

アンケートの内容をもとにした授業を展開する。児童は，自分で書いたアンケートの回

答を確認しながらすすめていく。授業終了後，児童の著作権やメディアを使う上でのマナ

ーを指導する。

③ 児童の実態を家庭に知らせ，家庭における理解を得て，協力を求める

児童のアンケート調査をもとに，家庭に通知し，理解と協力を求める。その際，現在，

携帯電話を子どもに与えている保護者の考えやこれから与えようとしている保護者の考え

をアンケートで記入してもらえるようにする。

④ 保護者からのアンケートを集計して，その結果を家庭に通知することで，情報メディア

を使う際，また，子どもに使わせる場合のマナーを啓発していく。
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(3) 実践

① 「どっちかな？・どうしてかな？」アンケート調査

児童に書ける範囲で回答するように 資料１ 児童へのアンケート

説明し，解説をせずに自由に取り組

ませた。

２年生の時に，個人情報に関する

授業をしていたのでたずねてみると，

「自分や友だちの名前か住所を人に

教えてはいけない。」という答えが返

ってきた。その考えも念頭において

アンケートに答えていくよう説明し

た。

無記名だったので携帯電話の所持

と使用についても正直に回答してい

た。現在は，６人だけが専用の携帯

電話を所持していた。

② 学級活動「著作権ってなーに？」

アンケートをもとに授業を実施し

た。４年生なりに理解はしていたよ

うだった。１問ずつ解説をしながら

児童と一緒に考えていった。自分が

書いたり創ったりしたもの全てに著

作権が発生することを知り，「粘土で

つくった恐竜にも著作権があるの？」

と驚く児童もいた。「壊れてしまった粘土の作品を勝手に直していた人がいたけど，いけ

ないことなんですか？」という質問が出た。直してもらった子に聞いてみると「直しても

らってうれしかった。」という返答だった。勝手に直されたりしても相手がいやだと思わ

なければ罪にはならないが，一言話してから直すとトラブルにはならないことを説明する

と納得していた。

また，今の携帯電話は簡単に写真が撮れるが，安易に本などの一部を撮ることは「どろ

ぼうしてるのと同じだよね。」と犯罪行為であることをはっきり答えていた。

友だちからのメールを他の友だちに見せても良いかという問いには，著作権というより

も「メールをくれた友だちは，メールの内容を他の人に見せたくないだろうから，相手の

ことを考えて勝手に見せるのはよくない。」という意見が出た。

６年生が書いた文を１年生が読めるように平仮名に直して提示することに関しては，ほ

とんどの児童が自信をもって，良いことと答えていた。いけないことだと説明すると，

「１年生のためにしてあげているのにどうしてだめなの？」と信じられない様子だった。

しかし，粘土を直した話をすると，「文を書いた６年生に許可をとれば直せるんだね。」

と，ほっとしていた。



- 36 -

③ 保護者へのアンケート

児童が携帯電話に今のところは振り回されていないのは把握できた。しかし，友だちへ

の思いやりが強い子どもたちだからこそ，これから先，犯罪に巻き込まれないためにも保

護者の意識を知り，その対策を考える手だての一つとしてアンケートをとることにした。

４年生67人中64人の保護者から回答を得ることができた。無記名で実施したこともあって

率直な意見をいただくことができた。また，とても真剣に考えていることがよく分かった。

④ 家庭への啓発

保護者からのアンケートを簡単にま

とめたものを家庭に配布した。今回は

すぐに意見を求めずに，12月の保護者

会の時に話が聞ければと考えている。

(4) 結果と考察

① 学級活動から

児童は全ての著作物に著作権があり，

勝手に使ったり見せたりしてはいけな

いことを学習した。自分の作品を大切に 「著作権ってなーに？」授業風景

するように友だちの作品も同じように大切にしなければいけないことがわかった。そして，

許可をもらうということを学習した。

インターネットからダウンロードしたりコピーしたりすることは，学習に使う分だけな

らよいことがわかり，むやみにコピーをしなくなった。自分たちが運動会で踊った曲には

著作権はかからないのかという疑問が出たが，学校の学習の中でならば許可を取らなくて

もよいことがわかり，安心していた。

自分の家族がＣＤをコピーして聴いているが，それはどうなのかという話題になり，著

作権法に反するという意見とみんなやってるから大丈夫という意見が出た。たくさんの人

がしているからいいという考え方は善悪に関係なく多数決に流されてしまうので，きちん

と話し合った。児童の中から，自分だけで楽しむだけなら大丈夫だと父親が話していたと

いう意見が出ると他の児童は信じられない様子だった。保護者の中には，きちんと子ども

に説明ができる人がいることに気づかされた。

児童が一番悩んだのは，低学年のために漢字を平仮名に直すことがいけないことだとい

うことだった。つまり，児童にとっては親切なことが，悪いことになってしまうというこ

とをなかなか理解できなかった。しかし，きちんと許可をとれば正しいことになることが

わかった。何事も黙って勝手にやってはいけないんだということを確認できた。

「だから，先生は，間違った字を直すときに直しても良いかをいつもぼくたちに聞いて

るんだね。」

これからも，この素直な子どもたちに正しいことを伝えていくために，私自身が模範に

ならなくてはと授業を終えて改めて感じた。
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② 保護者へのアンケート調査から （第４学年保護者67人中64人回答）

アンケートの結果より

１ お子さんに専用の携帯電話を持たせていますか。

はい ６人 いいえ 58人

ア 持たせている理由

・仕事をしているので子どもだけになってしまうから

・子どもの居場所がわかるから（ＧＰＳ対応）

・家に電話がないから

イ 持たせるに当たっての約束

・知らない電話番号には出ない（登録先のみ対応）

・インターネット機能は使わない

・用件以外は使わない

２ お子さんに家族の携帯電話を使わせることがありますか。

はい 19人 いいえ 45人

ア 使わせるに当たっての約束

・家族への電話，メールのみ（決まった人だけ）

・家族の許可を得てから（勝手に使わない）

・長電話はしない

・インターネット機能は使わない

３ これからお子さんに携帯電話を持たせようと考えていますか。

はい 31人 いいえ 29人 無 ４人

ア いつごろ持たせようと考えているか

・中学生になったら 17人 ・高校生になったら ７人

・親子で必要と感じた時 ２人 ・未定 ２人

・６年生ごろ １人

イ 何のために持たせようと考えているか。

・塾や習い事などの送迎の連絡をとるため 15人

・防犯のため ７人 ・所在確認のため ４人

・友だちとのコミュニケーションのため ２人

・親の安心のため １人

・学校からの電話連絡網がメールでくると聞いたから １人

ウ 持たせるときの契約内容（複数回答可）

・キッズ対応 14人 ・使用に当たっての制限など 34人

・フィルタリング ８人 ・子どもの要求に従う １人
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４ 携帯電話を使ったトラブルや事件が報道されていますが，それらについてどう思

いますか。

・善悪の判断がつかないうちに，責任が持てないうちに持たせていることがよ

くない

・携帯電話を持っていることによって犯罪に巻き込まれている

・行政，企業，地域，家庭がしっかりと説明すべきだ

・とても恐ろしいこと，国がもっと責任を持つべきだ

・これからももっと増えると思う

・子どもの相談相手のなさを感じる

・大人も携帯電話の使い方をしっかりと学ぶべきだ

５ 子どもに携帯電話を持たせることについてどう考えますか。

＜賛成派＞

・必要性があれば持たせる ・いざという時に必要

・キッズ対応であればよい ・やむを得ない

・子どもの居場所が確認できるのでよい ・家庭によっては必要

・公衆電話が少なくなったので仕方ない

＜反対派＞

・持たせる必要がない ・安易に持たせてはいけない

・義務教育の間は必要ない ・できることなら持たせたくない

・自分の行動にきちんと責任が持てるようになってからでいい

・母は必要ないが父は必要と感じている

＜その他＞

・中学校によっては，携帯電話の所持率が高く，持っていないと友だちの輪に

入れずにいじめのメールがまわるので，地域や親が持たせないような取組を

すればよい

・携帯電話は必要ないと感じているが友だちみんなが持ち始めると持たせてし

まうかもしれない

・携帯電話を持つことが悪いのではなく，その前に大人がきちんとモラルを指

導すべきだと思う

・携帯電話を与えた以上は親がきちんと責任を持つべきだ

アンケートからは，保護者の正直な意見を聞くことができた。

義務教育の子どもたちに携帯電話が必要ないものだということは十分認識している。

しかし，分かっていてもこれから持たせようと考えている保護者が多いのも事実である。

持たせる理由は，子どもの安全を考えてのことが一番だが，友だちとのコミュニケーシ

ョンのためという意見もあり，どこまで親が責任を持てるのか心配な点も見られた。頭

では持たせる必要はない，持たせたくないと思っていてもその気持ちをどこまで持ち通

せるかは難しい。持たせることが悪いことではなく，親も子もしっかりとした目的意識

をもって，便利で安全な情報機器として使用することが求められる。
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今回のアンケートで保護者が携帯電話に関して真剣に考え，たくさんの意見を持って

いることが分かった。

③ 家庭への啓発

アンケートの結果から，保護者が子どもに携帯電話を持たせることよりもきちんとモラ

ルを指導する大切さを考えていることが分かった。今後の保護者会では，そのことを話題

にあげて話し合い，家庭への啓発の一歩としたい。

(5) 成果と課題

① 児童において

今回の研究を通して，児童は，自分を大切にすること・友だちを大切にすることの重大

さを多少なりにも理解することができた。

携帯電話に関しては，今のところはあまり関心がないが，中学生になったら携帯電話を

持ちたいと考えている児童は，男子よりも女子の方が多かった。防犯という理由がほとん

どであるが，友だちとのメール交換が最大の理由である。著作権だけでなく携帯電話に関

する指導も中学校の例や報道での話をしながら行ってはいるが，実際に被害に遭っていな

いので実感がない。そればかりか，自分は大丈夫だと思っている。

メールの悪口も手紙に書いた悪口も同じだというような今も自分たちがやっている具体

的な例をあげながら，企業の協力も視野に入れて今後も根気強く指導していきたい。

持つことが悪いことではなく，正しく使えばとても便利で安全な道具であるということ

を唱えていきたい。

② 保護者において

子どもたちの将来や現実に起きている問題について真剣に考えていることがよく分かっ

たことが大きな成果であると思う。大人も携帯電話に関して使い方やメリット，デメリッ

ト等についてもっと知らなければならないと考えていることも分かった。携帯電話購入の

際には機能についてや料金などについての説明はあっても，使うことでの問題点や危険性

に関する説明までしてくれる業者は無に等しい。やはり，そのような状況では企業などで

企画している携帯教室も考えていかなければならない。保護者側からも，勉強すべきであ

るという意見が出ている以上は，今後の実施を考えていこうと思う。

携帯教室イコール携帯電話の助長と考えるのではなく，専門家から正しい知識を教えて

もらい，保護者自身が子どもにきちんと指導ができるようにすることがまず，必要である。

携帯電話を許可する指導ではなく，今後，使用が迫られた際に正しい使い方ができるよう

にするための指導であるということを確認してすすめていきたい。そのためには，校内の

情報主任を中心に学年に応じた計画を立てて実施していくことが重要であると考える。ま

た，保護者同士が話し合いの場を持ち，率直に意見交換をすることも有効な手だてと考え

る。

いずれにしても，学校，地域，家庭が協力して子どもたちを犯罪から守っていくために

どうすればよいのかを常に考えていくことである。今日指導したから明日はできるという

ものでは決してないのだから，一緒に悩み，考え，そこから正しいものを導いていきたい。

今回の実践で，親の意識を変えるところまではできなかった。今後の指導を通して徐々

に啓発していきたいと考えている。
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【研究２】 小学校における情報モラルの指導の在り方

－第５・６学年親子学習会「ちょっと待ってケータイ」を通して－

(1) 研究のねらい

近年，情報化の進展にはめざましいものがあり，「ＩＴ革命」と呼ばれるように急激かつ

大幅な社会の変革が進行している。社会の高度情報化に伴い，情報を主体的に選択し，活用

できる能力が一層重要となっており，教育活動全体を通じてコンピュータや情報通信ネット

ワークなどの情報手段の積極的な活用が図られている。

児童にとっての一番身近な情報通信機器といえば，「携帯電話」が挙げられるだろう。家

族や友人との間の連絡にとても便利な携帯電話は急速に普及してきた。防犯ブザーや居場所

のわかるＧＰＳ機能などがついた子ども向けの機種も販売されており，我が子に持たせる保

護者も増えている。その普及率は，小学生で約３割，中学生で約７割，高校生では９割以上

にものぼる。しかし，携帯電話は一方で，使い方に十分な注意が必要な道具でもある。最近

では，児童生徒が携帯電話やインターネットの「影の部分」を深く認識しないまま使うケー

スが問題になっている。携帯電話のインターネットを通じて，出会い系サイトなどの有害な

情報を簡単に得たり，メールやブログ（日記風サイト）をめぐるトラブルに巻き込まれたり，

掲示板への誹謗中傷の書き込みなどで加害者となってしまったりと，児童生徒が関わった様

々な事件も多く起きている。

そこで，これらの問題に対応するためには，学校で指導していくだけではなく，保護者へ

の啓発・指導も必要であると考えた。子どもに携帯電話を持たせるべきかどうかを判断する

上で，子どもの携帯電話の利用状況や問題点をしっかりと知ることは保護者の責任である。

現在の携帯電話の「影の部分」をきちんと把握し，有害な情報や危険から子どもたちを守る

にはどうすればよいかを保護者にも理解してもらいたいと考え，この研究を行うことにした。

(2) 児童に情報モラルをはぐくむための手だて

① 保護者と連携した情報モラルの指導の工夫

高学年（５・６年生）の親子学習会を利用して教育講演会を開き，「携帯電話の影の部

分」について親子で一緒に考えてもらう場を設定する。講師としては，「茨城県メディア

教育指導員」の資格を持つ外部講師を招き，「子どもをとりまくケータイ・インターネッ

トの世界 ～ちょっと待って！ケータイ～」という演題で講演をお願いする。スクリーン

にはプレゼンテーション画面を大きく映し出し，具体的なトラブルの例や被害の実態等を

挙げながら，小学生にもわかりやすく講演をすすめていただけるようにする。

② 児童の判断力・実践力を育成するための授業の工夫

情報モラルの指導内容については様々なものがあるが，単なる説明，指導だけでは，態

度として定着するには至らないであろう。資料を活用して調べ学習をしたり，友だちと討

論したり，実際に操作体験をしたりするなど，活動の方法を工夫して児童が情報モラルの

重要性を実感できる授業を実践する必要がある。そこで，Ｗｅｂサイト上の情報モラル教

材を活用し，実際に問題となっている事例を「疑似体験」することを通して，携帯電話を

利用する際の留意点やトラブルに巻き込まれないための対処法を学習し，児童に判断力・

実践力を育成していくことにする。利用するＷｅｂサイトは，「情報モラル研修教材2005」
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（独立行政法人教員研修センター）と「ネット社会の歩き方」（財団法人コンピュータ教

育開発センター）である。

③ 児童一人一人が学びを実感できるまとめ方の工夫

児童一人一人が自身の学習活動への反省点・課題などをしっかり把握できるように学習

のまとめ方を工夫していきたい。講演会の後にアンケートをとって，児童の意識の変容を

確認したり，振り返りカードに感想や学習してわかったこと，もっと知りたいことなどを

記入させて，携帯電話を慎重に使っていこうとする意識を高めたりしたい。また，学習活

動の最後には，「ケータイを使うわたしへ」という自分宛の手紙を書かせて，携帯電話を

活用していく上での留意点を自分宛にアドバイスしていく活動を取り入れ，「影の部分」

に注意しながら自分の生活に生かしていこうとする態度を育てていくことにする。

(3) 実践

① 児童・保護者の実態（平成19年６月12日実施 ５年生75人 ６年生59人 合計134人）

《児童》

・携帯電話の所持率→ 23.9％

・携帯電話のおもな使用目的（複数回答）→ 通話 22人 メール 28人

写真 ９人 音楽 ８人

ゲーム ２人

・携帯電話の利用時間（１日）→ 0分～30分 43.7％ 31分～60分 34.4％

61分～90分 12.5％ 91分～120分 6.3％

120分～ 3.1％

・家庭内での携帯電話のルール→ ある 71.9％

・おもな携帯電話のルール→ 料金・時間の制限，メールの使い方，Ｗｅｂサイトの制限，

カメラ機能の使い方，知らない番号の電話には応じない

・携帯電話を利用してみて「よかった」と思ったこと

→緊急の連絡に便利，友だちが増えた，カメラで楽しめる，迷子にならない

・携帯電話を利用してみて「いやだな」と思ったこと

→迷惑メール，いたずらメール，使用料金，有害サイト

《保護者》

・子どもが携帯電話を利用することでどんなことに役立っているか

→緊急の連絡に便利，すぐに安全を確認できる

・子どもが携帯電話を利用することでどんなことが危険か

→有害サイト，出会い系サイト，迷惑メール，事件・トラブルに巻き込まれる，

使用料金，利用時間，個人情報の漏えい，家庭学習の時間の低下

② 実践内容

ア 「子どもをとりまくケータイ・インターネットの世界

～ちょっと待って！ケータイ～」（５・６年合同親子学習会）

(ｱ) 期日：平成19年６月27日（水） 第２・３校時

(ｲ) 場所：体育館

(ｳ) 対象：５年生児童（75人），６年生児童（59人），参加保護者（54人）
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(ｴ) 構成：２部構成 第１部→児童・保護者

第２部→保護者のみ

(ｵ) 内容

第１部 「ちょっと待って，ケータイ」

（おもに児童向けの講演）

項 目 ポ イ ン ト

１．チェーンメール ・自分のところで止めよう。

・心配なら・・・転送先アドレスに送信しよう。

２．ふざけ・いじめメール ・受け取る人の気持ちを考えてメールを送ろう。

・相手を傷つけるメールになっていないかどうか確認してから

送信しよう。

３．個人情報 ・相手を信用して個人情報を送信するのは危険

・怪しいサイトは「見ない！行かない！書き込まない！」

・個人のプロフ，ブログ，ＨＰなどは悪用されやすいので危険

４．だましメール ・架空請求には，返事をしない。相手にしない。

・お金を払わない。

・知らない人には会いに行かない。

・困った時には大人（親・先生・消費者センター）に相談する。

５．まとめ ・困ったときには大人を信用して相談しよう。

・人を傷つけないようにしよう。（いたずら・いじめメール）

・自分を傷つけないようにしよう。（自殺サイトへのアクセス

をしない。）

第２部 「親なら知っておきたい 携帯電話の安全な使い方」

（保護者向けの講演）

項 目 ポ イ ン ト

１．有害サイトの紹介 ・出会い系サイト，アダルト系サイト，ドラッグ系サイト等の

実際の画面を提示しながらの説明

２．犯罪被害の現状 ・出会い系サイト，架空請求，個人情報流失，個人情報悪用等

の被害の報告

３．携帯電話は ・家族で使い方についての話し合いを持ち，必ず具体的なルー

親の責任で購入 ルを決めることが大切

４．セキュリティ， ・各携帯電話会社のサービスの紹介と申し込み方法の説明

フィルタリング， ・子どもに携帯電話を持たせるときには，是非申し込みを

アクセス制限について

５．すぐに相談できる ・困ったときにはすぐに相談できるような家庭環境づくりを

家庭環境づくり ・いつでも気軽に話ができる親子関係を

６．プロフィールサイト ・子どもたちが平気で個人情報（名前，顔写真，学校名，住所，

の紹介 電話番号，アドレス等）を公開しているプロフ，ブログ，個

人ＨＰの現状を実際の画面を提示しながら紹介
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イ 「体験から学ぼう！」（学級活動：「携帯電話を活用するときの心構え」）

(ｱ) 期日：平成19年６月28日（木） 第５校時

(ｲ) 場所：ＰＣ室

(ｳ) 対象：６年２組児童（29人）

(ｴ) 利用サイト：情報モラル研修教材2005

http://sweb.nctd.go.jp/2005/taiken/index.htm

ネット社会の歩き方

http://www.cec.or.jp/net-walk/

(ｵ) 展開

学習活動・内容 児童への支援

１．携帯電話に関する現況を確認する。 ・アンケートの結果を提示して，携帯電話の所

有率や，「いやだなぁ」と思った体験などを

確認する。

２．本時の学習内容を知る。 ・現在所有していなくても，今後所有する可能

◆携帯電話の問題点を知り，有効に活用 性が高いことを知らせ，前向きに授業に参加

していく姿勢を身に付けよう。 できるように助言する。

３．携帯電話でできることを確認する。 ・あまり深入りせずに，発表があった内容に少

し補足説明する程度にとどめる。

４．携帯電話を利用する上で問題になって ・昨日の「親子学習会」で学習したことを思い

いることを考え，発表する。 出しながら，問題点が列挙できように支援し

ていく。

・携帯電話にまつわる事故や事件を報道した新

聞記事や，携帯電話会社のカタログなども有

効に活用して，問題点を明らかにしていく。

５．疑似体験を通して，そこに潜むわなや ・疑似体験を通して，どのような危険性が潜ん

危険性について理解する。 でいるのかを実感させるとともに，その対処

◆利用サイト 方法が十分理解できるように丁寧な説明を補

・情報モラル研修教材2005 足する。

・ネット社会の歩き方 ・ＰＣの操作がうまくいかない児童には，操作

の仕方を個別に支援する。

６．本時の学習のまとめをする。 ・「ケータイを使うわたしへ」という自分宛の

手紙を書くことにより，携帯電話を使う上で

の大切なポイントを振り返ることができるよ

うにする。
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(4) 結果と考察

① 保護者と連携した情報モラルの指導の工夫

新聞等に取り上げられた，携帯電話を使用していてトラブルとなった具体的な事例が紹

介され，その対処方法についても丁寧に説明していただけたことにより，児童にとっては

大変理解しやすい講演であったと思う（資料１）。また，共通の話題について，親子で一

緒に考えたり，感じたりできる場を設定できたことも，とても効果的であった。

講演会の第２部は，児童が退場した後の

保護者のみへの講演ということもあって，

スクリーンにはかなりショッキングな画面

も提示されたようである。子どもたちの目

の前まで迫っている危険を目の当たりにし

て，多少困惑気味なところもあったが，携

帯電話の「影の部分」についての理解が大

いに深まるとともに，子どもに携帯電話を

持たせるときの注意点が再認識できて，保

護者にとっても，大変有意義な講演であっ

たと思う。 ５・６年合同親子学習会の様子

資料１ 学習振り返りカード

② 児童生徒の判断力・実践力を育成するための授業の工夫

親子学習会の翌日に，学級活動の時間を利用して，情報モラルの学習会を実施した。

情報モラル教育に有効な「情報モラル研修教材2005」と「ネット社会の歩き方」の２つ

のＷｅｂサイトを利用して，児童は携帯電話にまつわる様々な問題点を学習し，そこに潜
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むわなや危険性についての理解を深めることができた。「～してはだめです」とか「～に

は注意しなさい」といった禁止事項等の知識面の学習だけではなく，実際に疑似体験をし

たことによって，児童は「ケータイは危険と

隣り合わせ」であり，「ほんのちょっとした

気のゆるみで，誰でもトラブルに巻き込まれ

る可能性がある」ことが実感できたようであ

る。前日の講演や本時の学習を通して，「な

ぜ，してはいけないのか」を児童自身が真剣

に考え，自分の意見を持ち，正しく判断・行

動できる態度を身に付けることができたので

はないかと思う。

情報モラル学習会の様子

③ 児童生徒一人一人が学びを実感できるまとめ方の工夫

学習後のまとめ方の工夫として，「ケータイを使うわたしへ」という自分宛の手紙を書

く活動を取り入れた。「大切なポイントをワークシートに記入して，おしまい」という形

式的なまとめ方ではなく，「自分自身に向けて大切なことを伝える」という方法をとった

ため，真剣に丁寧にまとめることができた。どの児童の手紙にも，「光と影の部分がある

ことを認識した上で，影の部分に注意しながら携帯電話を自分の生活に生かしていこうと

する意志」が感じられた。「自分自身との約束」として，自分に対して決めたルールを具

体的に書くことができた児童も見られた（資料２）。

また，まとめ方を工 資料２ 「ケータイを使うわたしへ」

夫したことによって，

携帯電話を持っている

児童だけが関心を持つ

ような授業にはならな

かった。現在，携帯電

話を所有している児童

には，「今注意しなけれ

ばならないこと」を，

携帯電話を所持してい

ない児童には，「将来，

携帯電話を持ったとき

に注意しなければならな

いこと」を考えて手紙を

書かせたため，誰もが学習内容を自分自身のことと受け止めることができた。まとめの活

動を通して，相手を思いやること，そして自分の身は自分で守るといった態度の育成がで

きたと思う。

図１は学習前と学習後に児童に実施した携帯電話についてのアンケート結果である。

「携帯電話を使いたいと思いますか？」という問いに対しては，「使いたい」と答えた

人数が学習後に減少している。これは，携帯電話の「影の部分」を知って多少不安を感じ
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たために，使いたいと思う気持ちにためらいが出たのではないかと考えられる。

また，「携帯電話を安全に使える自信はありますか？」という問いに対しては，「安全

に使える」と答えた人数が学習後に増加している。これは，「ケータイに関する学習」を

通して，様々な危険からの回避・対処の方法を知ることができたため，携帯電話の使用に

対して自信がもてるようになったためではないかと考えられる。

図１ 児童生徒の意識の変化 （平成19年６月実施 ６年２組児童29人）

(5) 成果と課題

① 研究の成果

子どもたちの健全育成のためには，家庭・学校・地域社会の連携が不可欠であり，その

ためには，それぞれの役割を周知することが第一であると言われている。情報モラルの指

導についても同様であり，学校でできることとできないことを明らかにして，家庭や地域

社会にも協力してもらえるように啓発活動をしていくことが必要である。こうした意味か

らも，今回の実践は大変効果的であったのではないかと思う。

親子学習会の講演は，保護者にとって，子どもに携帯電話を持たせる時期や用途を考え

る上でのよいきっかけづくりの場となったであろう（資料３）。「子どもに携帯電話は本

当に必要なのか」，「いつから持たせるのか」，「何の目的で使うのか」など，利用に関し

Q1　携帯電話を使いたいと思いますか？
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ての目的意識を明らかにすることの重要性や，「利用時のルール」を親子で十分に話し合

うことの大切さを感じ取ることができたようである。また，日常の子どもとの会話を通じ

て，携帯電話をどのように使っているのかを把握しておくことも，子どもを危険から守る

ためのポイントであることが分かったようである。さらに，携帯電話契約時に，子どもに

見せたくないサイトや利用できる時間帯を制限したり，誰と話をしたかを確認できる等，

子どもを守る機能を設定することを保護者に勧めることができたことにより，フィルタリ

ング機能などの活用にも関心が高まった。

現在，携帯電話を所有している児童の保護者にとっても，今後，所有させようと考えて

いる保護者にとっても，今回の講演を聴いて，子どもに携帯電話を持たせるときのマナー

や危険性を保護者自身が子どもに説明できるようになったことは，大きな成果であろう。

資料３ 保護者アンケート

② 今後の課題

教師自身や保護者に「情報モラル教育は重要である」という認識がなければ，いくら情

報モラルの授業を行っても上滑りの教育・指導になってしまうだろう。インターネットや

携帯電話の世界で現在起きていることを全職員や全保護者が正しく把握し，子どもたちが

将来，問題に直面しないように，また，直面したとしても身体や心に大きな傷を受けるこ

となく対処できるように指導することの重要性を再認識することが大切である。

そのためには，情報モラルについての教師の校内研修の充実とともに，家庭や地域社会

への定期的な啓発活動が大切であると考える。学校が取り組んでいる情報モラル教育の概

要や家庭での携帯電話やインターネットの使い方について，保護者に協力していただきた

いことは，年度当初に行われる保護者会などで毎年伝えていくとよいと思う。その上で，

保護者と連携した教育活動を行うための啓発活動を年間行事予定に位置づけ，毎年実行し

ていくことが理想的であろう。現在，インターネット上では，保護者向け啓発活動で使用

可能な教材，パンフレットも無料公開されている。今後は，それらの情報を校内研修等で
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紹介し，保護者会で積極的に活用していけるような体制づくりが必要だと思う。また，小

中連携した取組も検討していくことが大切だと考える。

インターネット上で起きるトラブルの特徴は，教師や保護者が気がついた時には，手遅

れであることが多い。場合によっては，新聞報道される事件に発展してしまうこともある。

情報モラル教育には予防教育の面が多くあるが，それを十分に行っていても，事件・事故

が発生する可能性をゼロにすることはできない。児童生徒を犯罪者や犯罪被害者にしない

ためにも，これからは，問題が起きた場合の早急な対処の仕方や正しい法律の知識につい

て，教師や保護者がしっかり知っておく必要があると思う。

最後に，情報モラル教育は「人の心」に関する学習を含んでいる。また，情報モラル教

育の成果は，学習を行った児童が現実の問題と向き合ったとき，正しい判断ができるかど

うかの場面に表れてくる。つまり，評価を将来に持ち越した学習とも言えるわけである。

その成果を確認するためには，授業後の児童の日常生活をよく観察することが必要となる

であろう。普段の児童の言動やメディアを活用しているときの学習の様子を観察する中で，

情報モラルの授業で学んだ姿を見い出すことができれば，それは，その授業が生かされて

いることの確かな証である。児童の生活の中に，学習の成果がどんどん生かされるような

授業実践をこれからも目指していきたい。
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【研究３】 小学校における情報モラルの指導の在り方

－学校Ｗｅｂページからの情報発信を通して－

(1) 研究のねらい

近年の高速インターネット回線の発達に伴い，各家庭や個人にインターネット環境が急速

に普及している。その普及に伴い，インターネットを利用するうえで，児童生徒が無意識の

うちに被害者や加害者になる問題が増加してきている。例えば，インターネット上の掲示板

に誹謗中傷する内容の書き込みをしたり，コピーによる著作権の侵害，携帯電話の架空請求

など，様々なトラブルが起きている。そこで児童だけでなく，家庭や地域社会とも連携を図

りながら，情報モラルを身に付けてもらうため，今回の研究を行うこととした。

(2) 児童に情報モラルをはぐくむための手だて

① 個人情報の取扱について

学校Ｗｅｂページに児童の写真掲載や連絡網の作成・配布について，ＰＴＡ総会にて学

校長より保護者へ説明し，許可をもらう。

② 学校Ｗｅｂページについて

本年度より学校Ｗｅｂページが新しくなりＵＲＬも変更されたので，学年便り，学校便

りを通して保護者に学校Ｗｅｂページについて知ってもらう。コンピュータやケータイか

らのアクセス方法を図入りで説明し，少しでも多くの保護者に閲覧してもらえるようにす

る。ケータイからはＵＲＬを入力するのに手間がかかるため，ＱＲコードを掲載し簡単に

アクセスできるようにする。

③ 学校Ｗｅｂページの更新

ア ケータイから記事の更新を行い，現場からリアルタイムに記事を投稿する。

修学旅行（５／31，６／１）と宿泊学習（６／18，19）の現場から投稿し，保護者に

学校Ｗｅｂページの有用性を実感してもらう。

イ 学校行事に関する記事の投稿

学校行事を中心に地域や保護者に向けて記事の更新を行う。

ウ 学校Ｗｅｂページに関するアンケートの実施

修学旅行，宿泊学習後に保護者に対しアンケートを実施し，いただいた意見を今後の

学校Ｗｅｂページの運営に反映させる。

④ 保護者からの意見を学校Ｗｅｂページに反映させる

通常はコメント機能をＯＦＦにしてあるため書き込みはできないが，コメントをつけら

れるようにし，実際に保護者の意見を書き込んでもらい，情報発信を体験してもらう。コ

メントスパムやトラックバックスパムなどが投稿されると予想されるので，学校Ｗｅｂペ

ージのあり方や情報モラルについて，学校と家庭で連携しながら考えていくようにする。

あまりにもひどいコメントがつくようであれば，コメント機能をＯＦＦにしたり，ユーザ

ＩＤやパスワードを設定するなど，運営方法を検討する。

(3) 実践

① 個人情報の取扱について
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連絡網の作成や配布については，職員間でも問題となっていたが，保護者の考えを第一

に進めることにした。学校運営委員会での保護者との話し合いで，個人情報の取り扱いに

ついては学校の考え方に同意していただいた。それをふまえ，ＰＴＡ総会で校長より保護

者へ連絡網の作成や配布，学校Ｗｅｂページへの児童の写真掲載について説明を行った。

② 学校Ｗｅｂページについて

学年便り，学校便りを通して資料１のようなケータイからのアクセス方法を記載した文

書を配布した。少しでも多くの保護者に閲覧してもらえるよう，ＱＲコードを掲載し簡単

にアクセスできるようにした。アドレスに関しては，「Ｇｏｏｇｌｅ」によりケータイ用

に変換されたＷｅｂページが表示できるものを紹介した。

資料１ 学年，学校便りに掲載した記事
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③ 学校Ｗｅｂページの更新

学校行事や学年ごとに授業の様子などを学校Ｗｅｂページの記事として更新を行った。

特に保護者の興味関心のある記事を中心に更新しようと考え，修学旅行や宿泊学習では活

動の様子を細かく伝えた。

④ 保護者からの意見を学校Ｗｅｂページに反映させる

通常の記事にはコメントを受け付けていなかったが，地域や保護者の方からの意見を投

稿してもらおうと考え，コメント投稿ができるようにした。学校便りや学年便りを通じて

コメント投稿を呼びかけたり，記事の下方に「ご意見を寄せて頂ける方はこの記事のタイ

トル（写真の上）にある「音楽会壮行会」をクリックして，投稿していただけると幸いで

す。ハンドルネーム（匿名）のみの記入で投稿できます。ご意見等を学校運営に役立てい

きたいと思いますのでよろしくお願いします。」のようなコメント付け，コメントの投稿

を呼びかけた。

さらに，「ホームページの感想・意見の書き込みのお願い」という文書を発行し，資料

３にあるようなコメントの投稿方法を保護者に伝えコメント投稿を促した。

資料２ 学校Ｗｅｂページ
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(4) 結果と考察

① 個人情報の取扱について

保護者からは質問やクレームもなく，許諾してもらうことができた。地域や保護者の考

え方によっては許諾をもらえないこともあるので，保護者との信頼関係をこれからも続け

ていけるよう努力していきたい。

② 学校Ｗｅｂページについて

修学旅行終了後に学校Ｗｅｂページについて６年生の保護者にアンケート調査を実施し

た。資料４はその結果である。学校Ｗｅｂページの有用性については理解してもらえたが，

積極的に感想を書き込みたい保護者は少なかった。貴重な意見をいただいたので，これか

らの学校Ｗｅｂページの運営に生かしてきたい。

資料３ 保護者に配布したコメント投稿方法
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③ 学校Ｗｅｂページの更新

現在も学校行事を中心に記事の更新を行っている。地域や保護者の方からのコメントの

投稿はまだ少ないが，一日平均100件程度の閲覧履歴がある。これからも定期的に更新を

行っていきたい。

様々な記事に対して，地域や保護者の方からのコメント投稿はすぐにはなかった。そこ

資料４ 修学旅行後のアンケート結果
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で，本校児童が投稿することで，地域や保護者の方の書き込みを誘発できると考え，書き

込みを行った。実際に書き込みを行う前に，資料５の指導案で授業を行い，掲示板へ書き

込みする際の注意について学習した。実際に児童が書き込みを行う場合は，本名は使用せ

ず，あらかじめ誰がどんなハンドルネームを使うのか決めておき，校内では誰が投稿した

のか把握できるようにした。何人かの児童が情報発信を体験すると，徐々に投稿が増える

ようになってきた。コメントは好感の持てる反省や励ましが多かったが，当初の予想通り，

残念な書き込みも見られた。このコメントをきっかけに，児童に情報モラルの大切さを理

解させるよい機会となった。今回の研究では実施できなかったが，保護者を巻き込んで一

緒に情報モラルについて考える機会を設けていきたい。

資料５ 「インターネットを楽しく安全に使おう」の指導案
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また，トラックバックスパムも付くようになってしまった。実際にトラックバックをた

どってみると悪質なサイトで，ウイルス警告が出てきた。ウイルスや情報を盗み出すスパ

イウェアを送り込もうとしているようなサイトであった。無差別・機械的に送っているも

のとみられる。

(5) 成果と課題

今回の研究は児童と保護者を巻き込んで，情報モラルについて学んでいこうと計画した。

しかし学校Ｗｅｂページの更新やコメントの投稿方法の文書を配布するだけでは，保護者と

共に情報モラルについて考えていくことは難しいと感じた。児童が投稿することで，地域や

保護者の書き込みを誘発することができたので，これからも投稿を呼びかけていきたい。コ

メントは好感の持てる反省や励ましが多かったが，当初の予想通り，残念な書き込みも見ら

れた。今回，本校Ｗｅｂページに悪意のあるコメントが付いたことにより，情報モラルにつ

いて保護者の協力を得て，共に考えていくことがとても大切であると感じた。また，情報モ

ラルを保護者と共に学ぶ絶好の機会であるとも考える。今後，学校Ｗｅｂページを通じても，

情報モラルについて呼びかけを行っていきたい。さらに，児童にコメントの投稿を促すこと

で，保護者が学校の様子を知るよい機会になると考えるので，これからも呼びかけていきた

い。まだまだ保護者と教師の間に情報モラルに対する考えに温度差があると感じられるが，

積極的に外部講師等を活用して「親子で学ぶ携帯教室」のような，ネットワークの危険性や

情報モラルについて学ぶ機会を設けていきたい。将来，児童主体で学校Ｗｅｂページを運営

し，児童や保護者，地域のみんなで情報モラルについて考えていければと思う。

市が用意したサイトの掲示板では児童が自由に書き込みを行える。また，様々なサイトに

掲示板やブログが存在し，意見が匿名で自由に書き込める状況である。利用者は記事を投稿

する際のモラルやマナーについて，しっかり身に付けておかなければならないと思う。日々

増加する新たな情報モラルに関する問題について，年間指導計画を見直し，計画的に指導し

ていくことが課題である。

ブログにおけるトラックバック機能も，悪質でなければとても有効に情報の環を広げるこ

とができる。トラックバックスパムやコメントスパム対策として，様々な機能が出現してい

るが，そういった対策をとらなくても安全で安心できるネットワークがいつか実現すること

を願っている。
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【研究４】 中学校における保護者とともに参加する「ケータイ安全教室」の実施

(1) 研究のねらい

2004年６月，長崎県佐世保市で起きた女子児童による同級生殺傷事件において，その主

な原因がネット上の掲示板のトラブルであったことは記憶に新しい。

ネットワークの普及は，私たちの生活を便利で豊かなものにした反面，今までの社会に

は見られなかった様々な危険が生じるようになった。特に，子どもたちが学校や保護者を

介さず有害情報を簡単に得られるため，大人から子どもの行動が見えない状況にある。

そこで，本研究では，学校と保護者が連携し，判断力や自制力の未熟な生徒に情報モラ

ルをはぐくむきっかけづくりとして，生徒と保護者が情報モラルを一緒に学習する実践を

提案する。

(2) 生徒に情報モラルをはぐくむための手だて

① 「ケータイ安全教室」の実施

昨年度，本事業で行った「情報モラルについての調査」から幾つかの実態を把握するこ

とができた。まずは，携帯電話を利用する際のルールが料金に関するものは多いが，使い

方についてはあまり決められておらず，家庭内での話し合いの機会が必要であることがわ

かった。さらに，保護者はルールを決めていることで安心して子供に携帯電話を使用させ

ているが，子どもたちはその意識が年齢が上がるにつれて薄れていくことも分かった。子

どもは自らの使用方法が親には知られていない，または見られたところで何をしているの

かわからないだろうという意識でいる。携帯電話やインターネットの急速な発展に保護者

がついていけずに，子どもたちへの指導が難しいことも見受けられた。

また，本校の生徒を詳しく分析すると，Ｗｅｂサイトへのアクセスはパソコンに比べ携

帯電話が圧倒的に多い。そこで，本来の情報モラル教育は，パソコンと携帯電話を含むも

のであるが，携帯電話に絞って考えることとした。

私たち教師も日頃から情報モラルに関する研修は積んでいるものの，保護者と同様に日

々発展している技術に追いついていない場面も多い。そこで，携帯電話会社と協力し，携

帯電話に関する最新の情報や技術，携帯電話の使いすぎによる体への影響などを話しても

らうことで，生徒自らが携帯電話の使い方を見直すことができると考える。

② 保護者への啓発活動

本年度，本校生徒を対象に実施した「ケータイに関する調査」の結果から実態をさらに

詳しく把握し，その結果を保護者にもフィードバックした。保護者にも携帯電話の現状を

知ってもらい，学校と家庭が同じ方向を向いて指導することを期待したものである。

携帯電話の使用のほとんどが学校の教育活動以外で行われていることを考えると，それ

に関するモラル教育は，保護者の理解や協力なしにはできない。むしろ，その中心となる

べきなのは家庭であると考えるが，現状では難しい。

そこで，本学級で実施するケータイ安全教室に保護者も参加してもらうとともに，その

後，学級懇談会で話し合う場を設定することで，危機感をあおるだけでなく，何か事件が

あったときの連携も取りやすくなると考える。
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(3) 実践

① 本校生徒の実態

本校の３年生の生徒に実態調査を行った

ところ次のような結果が見られた。

まず，携帯電話の所持率は75％を超えた。

６月実施のアンケートのため，それ以降に

購入した生徒もいるので，この数値はもっ

と上がっている。所持していない生徒も，

ほとんどの生徒が「ほしい」と答えている。

いつから所持しているかについては，中

学校入学時や中２になってからが多かった。

若干であるが，小学校低学年に，保護者と

の連絡用として所持していた生徒も見られ

る。

一日の使用時間であるが，３時間以上と

答えた生徒が，15人いた。使用目的はほと

んどが友だちとのメールであった。もはや，

中学生にとっては携帯電話は通話より，メ

ールを通して友達とコミュニケーションを

とるツールであることが分かる。３時間以

上使用している生徒のほとんどは，自分の

部屋で使用しているので，親は知らないと

答えていた。

料金についての約束事は多いものの，使

用時間や目的については，生徒は親には知

られていないと答えている。このことから

も，携帯電話に関する実態を保護者が把握

できていないことが分かる。

また，携帯電話を利用する際に困ってい

ることとしては，チェーンメールや架空請

求をあげる生徒が多かった。しかし，チェ

ーンメールは約１割の生徒は次に回したが，

自分のところで止めた生徒がほとんどであ

った。架空請求も届いた生徒はいたものの

大きなトラブルにはなっていないようであ

る。

プロフやブログを作成している生徒は，

約１割であった。

図１ 携帯電話に関する実態調査結果

（平19.6.5実施 3年生生徒82人）
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② 本時の学習指導案

ア 指導の過程

区分 日 時 内 容 対象 活動の場

事前 4/13 放課後 ・ケータイ安全教室の申し込み 携帯電話会社 放課後

6/5 朝の会 ・実態調査の実施 全生徒 朝の会

6/5～ 放課後 ・実態調査を基にした面談 一部生徒 放課後

6/28 放課後 ・ケータイ安全教室の打ち合わせ 携帯電話会社 放課後

本時 7/9 5校時 ・ケータイ安全教室の実施 全生徒・保護者 学級活動

事後 7/9 6校時 ・講演「ネット社会の危険性」 保護者 講演会

イ 本時の活動

(ｱ) ねらい

携帯電話に潜む危険性や携帯電話の使用による健康上の影響などを知り，今後の

生活に生かそうとする態度を育てる。

(ｲ) 準備・資料

スクリーン・パソコン・プロジェクター・スピーカー・アンケート用紙

(ｳ) 展 開

活 動 内 容 教師の支援と評価

１ 本時の学習内容を知る。 ・事前に実施したアンケート結果を知ら

せ，本時の学習内容を確認する。

２ 携帯電話に関する話を聞く。 ・事前に打ち合わせを行い，アンケート

・出会い系サイト誘引メール 結果から本学級生徒にとって問題と思

・架空請求メール われる内容について，携帯電話会社の

・フィッシング詐欺 方から詳しい説明を聞く。

・チェーンメールについて

・掲示板等についての誹謗中傷 ・実際に起きた携帯電話のトラブルの例

・ケータイ使用が与える健康上の影響 を多く出してもらうことで，生徒がよ

・フィルタリングサービス など り真剣に考えられるようにする。

３ 本時の感想を話し合う。 ○評携帯電話に潜む危険性や携帯電話の使
用による健康上の影響などを知り，自

分の生活を見直すことができたか。

（発表・アンケート）

・ただ不安をあおるだけでなく，上手な

使い方を一緒に考えていくことを伝え，

本時のまとめとする。

(ｴ) 事後の指導と生徒の活動

生徒の日常の会話や学習の場などあらゆる機会の中で変化がないか見守るととも

に，保護者が携帯電話に関する相談をしやすい雰囲気づくりをする。
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(4) 結果と考察

① 「ケータイ安全教室」の実施（保護者の感想）

今回の授業は，保護者に参加してもらう形態にしたため，授業参観日に設定した。平日

の午後であったが19人の参加があった。以下が授業後に行った保護者のアンケート結果を

まとめたものである。

図２ 授業後のアンケート結果

（平19.7.9実施 保護者19人）

メールに関しては，フィッシング詐欺，出会い系サイト誘引メール，ワンクリック詐欺

など，最近の事件が新聞記事等で紹介された。チェーンメールについては，携帯電話会社

に送るサービスが紹介された。また，フィルタリングサービスについては，サービス自体

の存在を知らなかった保護者が多かったが，説明後は，その必要性を感じているようであ

った。安全教室終了後，講師の方に個別に相談する保護者も見られた。

また，別のアンケート結果を見ると，今後は安全教室のような内容は，専門的な知識の

ある携帯会社が担うべきとの意見が最も多かった。家庭でルールについてしっかり話し合

いたいという意見や学校で学習の機会を設けてくれてありがたい等の意見も見られた。

計画してあった授業後の保護者懇談会は，教育講演会があったため実施できなかったが，

講演会が茨城県メディア指導員による「子どもにとってのネット社会の危険性」という内

容であった。

当初の計画では，授業と懇談会をセットで考えていたため，予定変更は大変残念であっ

た。中学校は保護者の生の声を聞く機会はあまり多くない。携帯電話についても，普段考

えていることがあるはずだが，気軽に相談できているとは言えない。今後，違う場面で取

りあげたいと考える。

ケータイ安全教室で参考になった内容

0 2 4 6 8 10

ケータイの名義

家庭内のルール

ケータイで出来ること

誹謗中傷に関わる関係法令

掲示板等の誹謗中傷について

ワンクリック詐欺

架空請求メール

チェ ーンメール

出会い系サイト誘引メール

フィッシング詐欺

フィルタリングサービス
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ケータイ安全教室の様子 生徒の様子

資料１ ケータイ安全教室での配付資料

※ ケータイ安全教室の配布資料は以下のアドレスからダウンロード可

http://www.nttdocomo.co.jp/corporate/csr/social/educational/safety/manual_download/student.html

② 「ケータイ安全教室」の実施（生徒の感想及び変容の様子）

迷惑メール対策として，ドメイン登録しておくことでメール自体を携帯電話会社がスト

ップしてくれるサービスを紹介されたが，知らない生徒も多かった。また，全体的にはサ

イトには誘惑や危険が多く，特定の目的以外でサイトにアクセスするのは控えようという

雰囲気であった。
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友人とのメールについては，長時間の使用が体に及ぼす影響などの話があったものの自

分は大丈夫と過信している生徒が多かった。夏休み期間中は，携帯電話の使用時間が増え

た生徒も見られた。生徒は送られてきたメールに関しては返信せざるを得ない暗黙のルー

ルがあるため，送り手と受け手どちらの生徒も変容しないと使用時間は減らないようであ

る。信頼していた友だちに送ったメールを他の友達に勝手に見られたトラブルも起こって

いる。

アドレスを教えていないのにメールが送られてくる仕組みについては，説明がなされ納

得したようである。

その後の会話の中で，インターネット機能を全く使用しなくなった生徒が１人見られた。

景品メールが届いたが，安全教室の内容を思い出しメールを削除した生徒もいた。

架空請求が届いた生徒がいたが，「近くの大人にすぐに相談しよう。」というケータイ

教室の内容を思い出し教師に相談してきた。

資料２ 授業後のアンケート
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③ フィルタリングサービスの加入について（保護者）

資料３ フィルタリングサービスに関するアンケート用紙

ケータイ安全教室では，有害サイ

トへのアクセスを制限させるフィル

タリングサービスが紹介され，保護

者はその必要性を感じたようであっ

た。また，手続きも販売店において

簡単にできることも知らされた。し

かし，実際にサービスに加入した保

護者はほとんどいなかった。この原

因を明らかにするために，追跡調査

をした結果が次の通りである。

後日，ケータイ安全教室に参加し

た10人の保護者よりアンケートの回

答をいただいた。新たにフィルタリングサービスに加入した人が２人，以前から加入して

いた人が１人であった。新たに加入した２人については，夏休み中に子どもと一緒に販売

店で加入していた。以前から加入していた人は，自分が使用していた携帯電話を子どもに

名義変更する際に加入していた。加入しなかった理由としては，「時間がないから」，「子

どもを信頼しているから」，「毎月の明細書で利用状況を把握しているから今のところは

必要ない」，「子どもの了解が得られないから」がそれぞれ１人ずつであった。

５ 成果と課題

今回，携帯電話会社と協力してケータイ安全教室を実施した。実施する際に，インターネ

ットで調べたが，その段階では教室を開催しているのは１社しか見つけられなかった。その

後，調べてみると別な１社が小学校向けに教室を開催していた。

ケータイ安全教室の内容は，事前アンケートにより要望を伝えておいたため，生徒は関心

をもって聞くことができた。特に，実例をもとに掲示板への誹謗中傷が招くトラブルが紹介

される場面では，より真剣に話を聞いていた。

また，保護者の参加を促したことも有意義であったと考える。その理由としては，夏期三

者面談の際に，携帯電話に関する相談が多かったことが挙げられる。今までも相談はあった

が，今回のように集中することはなかったので，この教室をきっかけに保護者の携帯電話に

対する意識も高まったことが感じられる。

しかし，実際にフィルタリングサービスを導入した生徒はほとんど見られなかった。当日

の様子や感想等を見た限りでは必要性は理解できたが，実際にサービス利用までは至ってお

らず，購入後のサービス導入の難しさを感じる。

メールを３時間以上使用している生徒の多くは今もその状態である。夏休みにメールによ

るトラブルで不快な思いをした生徒もいた。

頭では理解できても，生活を見直したり行動に移したりするには長い時間が必要と感じた。

今後も，保護者と学校，場合によっては専門的な知識を持った人の協力を得て，その危険性

を言い続けることが大切であると考える。

携帯電話に関するアンケート

質問１ 「ケータイ安全教室」においてフィルタリングサービスが紹介されま

した。その後，お子さんの携帯電話はフィルタリングサービスに入りま

したか。理由とともにお答えください。

（携帯電話を持たせている方のみお答えください。）

はい

いいえ

質問２ 携帯電話の使い方等について，学校にどんな指導を望みますか。

ご協力ありがとうございました。
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【研究５】   中学校における相手を思いやる情報モラル教育の在り方 

－道徳教育に関連させた指導を通して－ 

 

(1) 研究のねらい 

情報社会の発達とともに生徒が，電子掲示板やインターネットを背景にしたことばのトラ

ブルに巻き込まれることが多くなってきた。本校では，ことばのトラブルに巻き込まれるこ

とに対して，道徳教育に力を入れた指導を継続してきた。こうした状況の中から，学校にお

ける情報モラル教育の充実が急がれると痛感した。 
しかし，これまでの情報モラル教育指導は，道徳の授業に断片的に情報モラル教育の要素

を取り入れただけの指導となり，指導者側に差がでてしまったり，生徒の共感する気持ちが

浅くなったりしたことを実感した。 
そして，いかに相手の気持ちを考え，ことばを慎重に選び，コミュニケーションをとって

いくか，体験を踏まえて生徒に共感的にとらえさせたいと考えた。そこで，中学校道徳教育

と連携を図る指導を通して，相手を思いやる情報モラル教育の在り方を研究することにした。 
 
(2) 生徒に情報モラルをはぐくむための手だて 

  情報モラル教育とは何かと考えると，情報社会に参画する態度を，道徳教育を通して，教

師が適切に指導することととらえた。そこで，研究のねらいに迫るための手だてとして，道

徳の授業を通して，情報モラル教育と道徳の価値である「ことばの重み」，「自分をしっかり

もつ」を関連させた実践を行ってみた。 
 

(3) 実践            

 ① 「ことばの重み」を考える授業 
本校のあるクラスを抽出し，アンケートを実施したところ資料１のような結果が得られ

た。アンケート結果から,生徒の日常生活を分析すると相手のことを考えない行為や言動が

多い。しかも,それが相手を傷つけることを理解していない様子が見える。そこで,人を傷

つけることがどういう行為やことばであるかを明らかにする。人に言われて気持ちが傷つ

いたと感じたことがある生徒は学級の半数以上いる。 

また，図１のように，人に声をかけられてうれしかったと感じたことがある生徒も同じ

数いる。何も知らない中学生が知らず知らずのうちに相手を傷つけてしまい，不愉快な思

いをさせてしまう可能性も考えられる。ここでは，礼儀の意義を理解し，時と場合に応じ

た適切な言動をとることを意識して行動することの意義に気づかせることとした。 

資料１ ことばのアンケート結果（多い順に４つ） 

①人に声をかけられて

うれしかったと感じ

たことばは何ですか。 

・「ありがとう」 

・「すごいね」 

・「よくやったね」 

・「がんばれ」 

②人に言われて気持ち

が傷ついたと感じた

ことばは何ですか。  

・「ウザイ」 

・「死ね」 

・「大嫌い」 

・「ばか」 

③人にしてもらってうれし

かったことは何ですか。 
・相談にのってもらったとき 

・手伝ってくれたとき 

・誘ってくれたとき 

・励ましてくれたとき  

④人にされて傷ついたことは

何ですか。     

・無視されたとき 

・暴力的なことをされたとき

・悪口を言われたとき 

・仲間はずれにされたとき 



 - 65 -

声をかけられてうれしかったことはありますか

はい
88%

いいえ
12%

してもらってうれしかったことはありますか

いいえ
44%

はい
56%

 

図１ ことばの重みアンケート結果 

 

資料２ チャット画面の様子 

 
 

ア 本時の学習指導案 

第３学年２組 道徳指導案                      
(ｱ) 主題名 ことばの重み （ 内容項目２－(1) ）  

(ｲ) 資料名 「チャットの会話文」,「ロールプレイスキット」 
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 (ｳ) 展開 

 

(ｴ) 事後指導と生徒の活動 

・日常交わしていることばが相手に不快感を与えてしまっている場面がないか見守る。 

・親しい間柄でもことばを選び，学校生活のあらゆる機会の中で観察をする。 

教師の支援・,評 価◎,個に応じて「  」 時

間 
活動及び主な発問 

予想される 

生徒の反応 教師１（T1） 教師２（T2）

３ 

分 

５

分 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

10 

分 

14 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

分 

３

分 

１ ことばに関するアンケ

ートの結果を聞く。（T1） 

２ 本時のねらいを知る。

（T1） 

・ことばが与える影響に

ついて 

・日常生活における会話

と相手が見えない状況

でのネット上の会話に

ついて  
３ メールやチャット内で

の何気ない会話文を見

て,自分がどんな気持ち

に な る か を 考 え る 。

（T1,T2 が入力交信） 

・自分の名前を○○に入

れて読んでみて感想

を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

○同じ場面でどんなこと

ばをかけられたら不愉

快な思いをしないか考

えよう。（T1） 

４ 感想を書く。 

５ 教師の話を聞く。 

 

・みんな言っている

んだ。 

・ ま さ か 全 員 と

は・・・ 

・思っていたより数

が多い。 

・じっと見入る。 

 

・嫌な気持ちになっ

た。 

・何でそんな事言う

の。 

・頭にくる。 

・むかつく。 

・理由ぐらい聞いて

ほしい。 

・怒らなくてもいい

のに。 

・逆にむかつく。 

・別の言い方がある

と思う。 

・ごめん，悪かった。

・どうしたの？ 

・具合でも悪かった

の？ 

・心配したよ！ 

・待ったよ！早く行

こう！ 

 

・ことばの重さにつ

いて振り返る。 

・アンケートの結果を見て問題を共

有化して授業に取り組めるように

雰囲気づくりをする。 

・ワークシートや切り返し発問を工

夫して生徒の気持ちが出しやすい

ようにする。 

・嘲笑などで雰囲気がざわつきだし

たら,入力を止める。 

・実際に自分に対する書き込みとし

てとらえさせる。 

・感想を何人かに発表させる。 

・主発問につながるような意見を取

り上げていく。 

・いくつかの意見に対してグループ

で意見交換を行うよう促す。 

・「売りことばに買いことば」のよ

うに,聞き手に余裕がないため,特

に言われたことばは書きことばよ

りスピードがあり心を深く傷つけ

ることがあることをロールプレイ

を使い伝える。 

◎同じ場面でも,ことばによって雰

囲気が大きく変わることに気づく

ことができたか。（ワークシート・

発表） 

・実際にあったメールで今も不愉快

になっていることを話す。 

・机間指導を実施し,安心してワーク

シートに感想が書けるように声か

けを行う。 

 

・「アンケート結

果を,A 子にわ

かりやすいこ

とばに変えて

表現し,理解し

やすくする」 

 

 

 

・T1 とチャット

をすることに

より生徒自信

に現実感をも

たせる。 

・T1 とのロール

プレイを取り

入れる事によ

り率直な意見

が言えるよう

にする。 

・「発問の表現

を,A 子にわか

りやすいこと

ばに変えて表

現し,考えやす

くする」 

 

 

 

・「A 子が書きや

すいように声

をかける」 

◎約束の時間に 15 分

遅れたら友達に「何や

っ て ん だ よ ！ 遅 い

よ！」と怒鳴られた。

その時の気持ちは？ 
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携帯電話がストレスと感じることがある（男子）

ある

47%ない

53%

 

携帯電話に依存していると感じることがある

（男子）

ない

89%

ある

11%

 

携帯電話がストレスと感じることがある（女子）

ある

47%ない

53%

 

携帯電話に依存していると感じることがある

（女子）

ある

60%

ない

40%

 

図２ 携帯電話とストレスの関係 

資料３ 授業の活動から 
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授業の様子から 

 

 

 

② 「自分をしっかりもつ」ことを考える授業 

図２の結果から，本校でもインターネットや携帯電話でストレスを感じている傾向があ

る。しかしながら，インターネットや携帯電話に依存している生徒は多く見られる。特に，

女子は６割を占めている。2004 年に長崎県佐世保市で起きた事件を契機に，マスコミで大

きくとりあげるようになったインターネットや携帯電話は，新しい情報ツールでしかない

が，生徒にとっては，欠くことのできない「居場所」の一つとなっている。具体的な事例

をとりあげ，振り返りをさせながら深く考えさせることとした。 

 

ア 本時の学習指導案 

第３学年２組 道徳指導案                      
(ｱ) 主題名 自分をしっかりもつ （ 内容項目１－(3) ）  

(ｲ) 資料名「ネット王子とケータイ姫」 香山リカ，森健著 中央公論新社 

 

 

 

板書 授業風景１ 

 

授業風景２ 授業風景３ 
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 (ｳ) 展開 

(ｴ) 事後指導と生活の活動 
・マナーやルールのおしつけになることなく，場にふさわしい使い方をしているかを日 
々の学校生活で観察をする。 
・機器に振り回されることなく，常に自分の行動に責任をもち誠実に生きることができ 

るように支援する。 

時

間 
活動及び主な発問 

予想される 

生徒の反応 

教師の支援・,評 価◎,個に

応じて「  」 

５

分 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

分 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

５ 

分 

１ アンケート結果を元に，メールの長所，

短所について考える。 

①メールの便利なところ，困るところを

挙げましょう。 

２ 誤解を解きたい場面でメールを使うか

どうか考える。 

①次の場面でメールを使いますか，それ

ともほかの方法を使いますか。また，

それはどうしてですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「ネット王子とケータイ姫」を読んで，

著者の提言について考えを深める。 

○ 著者は，提言の中で，困ったことが

起きたときにネットやケータイで相

談するとかえってこじれるといって

いますが，それはどうしてでしょう。

４ ２の活動で考えたことを振り返る。 

① ２で考えた場面では，どう対処する

と自分の考えが相手に伝わるか，も

う一度考えてみましょう。 
② ワークシートに記入した後，発表す

る。 

５ 教師の説話を聞く。 

・都合のよいときに 

連絡できる。 

・時々言いたいことが伝わらな

いことがある。 

＜メールを使う＞ 

・考えすぎて会ってくれないと

思うから  

・直接会うとこじれるから 

・会うのが面倒だから 

・会う約束のときだけ使う 

＜メールを使わない＞ 

・直接会ったほうが気持ちが伝

わるから 

・手紙を使うから 

・事実をはっきりさせるため 

・同じ文字を見ただけでも肯定

と否定どちらだか微妙なと

きがあるから 

・一方的な話になるから 

＜メールを使う＞ 

・会うための約束で使う 

＜メールを使わない＞ 

・直接会うほうが気持ちが伝わ

りやすいので考えが変わった

・もし誤解がその場で生じても

説明ができる 

・アンケートの結果を見て問題を

共有化して授業に取り組める

ように雰囲気づくりをする。 

・ワークシートや切り返し発問を

工夫して生徒の気持ちが出し

やすいようにする。 

・場面を黒板に提示する。 

・メールを使っていない生徒にも

導入部分の中であげられた長

所と短所を参考に考えさせる。

・なるべく多くの生徒に発言さ

せ，問題意識を共有させてい

く。 

・範読しながら，著者が懸念して

いる内容を一つ一つとらえさ

せていく。 

 

 

 

・著者の提言の内容を十分に把握

させ，メールの短所を十分に理

解した上で責任をもって行動

することの大切さに気づかせ

る。 

 

・「発問の表現を, A 子にわかりや

すいことばに変えて表現し,考

えやすくする」 

・「A 子が書きやすいように声をか

ける」 

◎友達が私の悪口を言っていると怒

っています。私は何も言っていないの

で，誤解を解きたい。 
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生徒の活動から 

 

図３ 授業後の変容 

 

板書１ 

 

授業風景１ 

 

板書２ 

 
授業風景２ 

 

板書３ 

 

授業風景３ 

謝るときにメールを使いますか（授業前）

使わない
84%

使う
16%

 

謝るときにメールを使いますか（授業後）

使わない
96%

使う
4%
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資料４ 授業の活動から 

 

 

生徒ワークシート１ 

 

生徒ワークシート２ 
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(4) 結果と考察 

① 結果 

今回実施した資料２，３のような体験的な授業から，無意識に相手を傷つけた言動をと

っていた生徒は,人を傷つけることがどういう行為やことばであるかを理解した。人に言わ

れて気持ちが傷ついたと感じたことがある生徒は学級の半数以上いたが，授業後は学級の

５分の１に減少した。 

  また，インターネットや携帯電話は便利な機器ではあるが，人とのコミュニケーション

をすべてそれだけに頼ってしまうと，伝えたいことがうまく伝わらず誤解やトラブルを生

むことがある。 

  そして，図３，資料４の生徒の様子やワークシートからわかるように，よりよい機器と

のつき合い方や人との接し方に対する考えに変容が見られた。 

② 考察 

生徒の活動から，礼儀の意義を理解し,時と場合に応じた適切な言動をとり，意識して行

動することの意義に気づかせることができたと考える。 

中学校の道徳教育と関連付けて，情報モラル教育とは何かと意識しながら取り組んだこ

とで，生徒の中には，情報社会に参画する態度が徐々に身に付いてきたと言える。 
 

(5) 成果と課題 

① 成果 
相手のために，ことばをいかに考え，コミュニケーションをしていくかを体験的な授業

に取り入れていくことは，相手を考えて行動する上で有効であることが分かった。 

② 課題 
相手を思いやる情報モラル教育の授業を道徳教育で取り扱うには，道徳教育と情報教育

の年間計画との関連を考慮することが大切である。また，様々な指導場面で効果的に指導

できるように，実践指導事例を増やし充実させることが必要である。 
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【研究６】 中学校における生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方

－携帯電話に関する集会活動の工夫を通して－

(1) 研究のねらい

本校は，生徒指導上でのメールのトラブルが多く，学校全体にわたって共通の課題意識を

持つようになった。そのような状況の中，昨年度の二学期末の授業参観において，「携帯電

話やインターネットの使用におけるトラブル」に関する講演会を保護者向けに行い，情報モ

ラルに関する家庭への啓発を行った。さらに，三学期においては，携帯電話やインターネッ

トの使用に関する親子学習会を開催した。

そこで，本年度は携帯電話やインターネットの利用に関する生徒集会を計画し，生徒たち

自身に情報モラルについて深く考え直す機会を設定したいと考えた。生徒会や委員会活動に

も協力してもらいながら，本校の携帯電話に関する現状の資料を作成してプレゼンテーショ

ンをしたり，パネルディスカッションや寸劇などを行い，生徒の課題意識を高めながら集会

活動を実施したい。また，生徒集会を行う前後で同様の実態調査を行い，携帯電話に関する

生徒の意識の変容をみたいと考える。

以上のような集会活動の工夫を通して，生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方を追究

したいと考えた。

(2) 生徒に情報モラルをはぐくむための手だて

① 「携帯電話に関する生徒集会」を立案し，運営委員会および職員会議で提案し，全職員

の協力を得る。

② 生徒の実態を把握するために，携帯電話に関する実態調査を実施する。

③ パネルディスカッションや寸劇を取り入れた生徒集会を実施する。

(3) 実践

① 「携帯電話に関する生徒集会」の立案

運営委員会において，「携帯電話に関する生徒集会」を提案した。今や携帯電話でのト

ラブルは生徒指導上の最も大きな課題であり，生徒の生活の中心となっていることを話し，

この集会の必要性を強調した。

具体的な内容については，生徒会及び中央委員会が生徒会担当者と相談しながら行事計

画を立てることにした。その際，単なる実態調査結果の報告や一部の生徒の意見交換とな

らないよう集会全体の流れに配慮した。また，実態調査の項目についても，教師側が助言

しながら，中央委員会の生徒たちが話し合いによって作成するようにした。さらに，その

集計および結果の提示方法についても，生徒たちの手で一連の活動が実施できるように支

援した。さらに，集会全体の雰囲気を盛り上げるためにどんな活動を取り入れるかについ

ても，生徒たち自身のアイデアを生かした集会内容となるように心がけた。

その結果，次のような行事計画書を作成した。
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資料１ 行事計画書

平成１９年度 生徒会 行事計画書

行事名 携帯電話に関する 参加学年 提案者 提出日

生徒集会 全学年 中央委員会 ６月２８日（木）

配当時間 実施期日 場 所 経 費

１．０時間 ７月１３日（金） 体育館 ０円

目 ・ 情報モラルに関する正しい知識を身に付けるとともに，日常生活においてメールやインターネッ

標 トを利用する上でどんなことに気をつければいいのかを考える。

日 時 活 動 内 容 留意点・準備

事 ６月２９日（金） ・中央委員会で提案し，役割分担を ・自分の役割は，きちんと責任をも

する。 たせる。

前

７月 ５日（木）～ ・寸劇，パネルディスカッションの ・集会に向けて意識の高揚を図って

の 打ち合わせ いく。

活 ７月１３日（金） ・携帯電話に関する生徒集会 ・生徒全員が参加できるように，楽

しく有意義な集会にしたい。

動

活 動 内 容 留 意 点 ・ 準 備

【次第】 司会（中央委員） ・中央委員は，いす並べの手伝いをする。

１ 開会のことば（生徒会副会長） ・放送委員は，所定の位置にスタンドマイクを準備

する。

当 配置図

２ 携帯電話に関する現状発表

日

＊ 生徒は，全校集会と

の ３ 寸劇発表 同じように整列する。

ス 先

活 生

４ パネルディスカッション テ 方

動 の

｜ い

計 ５ 校長先生のお話 す

ジ

画

６ 閉会のことば（生徒会副会長）

校長先生，教頭先生のいす

・集会の際，全生徒はその場に座る 。

・生徒が全員参加できるよう意思表示やインタビュー

を工夫する。
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② 生徒の実態を把握するための携帯電話に関する実態調査

資料２ 携帯電話に関する実態調査

携帯電話に関する実態調査
年 組 （男・女）

Ｑ１ あなたは，携帯電話を持っていますか。（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

Ｑ２ Ｑ１でＮｏと答えた人に質問します。携帯電話をほしいと思いますか。

（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

また，なぜそう思いますか。理由を書いて下さい。

Ｑ３ あなたは，携帯電話は中学生にとって必要なものだと思いますか。

（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

また，なぜそう思いますか。理由を書いて下さい。

Ｑ４ あなたは，１日に携帯電話をどれくらいの時間使用しますか。記号を○で囲ん

で下さい。

ア 使わない イ ３０分未満 ウ ３０分から１時間

エ １時間から２時間 オ ２時間から３時間 カ ３時間以上

Ｑ５ あなたは，深夜や早朝に携帯電話を利用することがありますか。

（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

Ｑ６ あなたは，携帯電話でメールを利用しますか。

（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

Ｑ７ Ｑ６でＹｅｓと答えた人に質問します。今までに，中傷メールやチェーンメー

ルの被害にあったことがありますか。

（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

Ｑ８ あなたは，携帯電話を使ってインターネットを利用しますか。

（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

Ｑ９ Ｑ８でＹｅｓと答えた人に質問します。今までに，有害サイトや架空請求など

の被害にあったことがありますか。

（ Ｙｅｓ ・ Ｎｏ ）

※ ご協力ありがとうございました。 生徒会長 中央委員会委員長

以上の実態調査の結果について，プレゼンテーションソフトにより資料を作成し，集会

活動の中で全校生徒に提示することとした。生徒たちは，自分たちの学校の携帯電話に関

する現状について真剣にかつ興味深く聞いている生徒が多く，集会活動の導入として望ま

しい雰囲気をつくることができた。
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③ パネルディスカッションや寸劇を取り入れた集会活動

ア パネルディスカッション

生徒会および中央委員会を中心に司会者及びパネリスト（各学年１名）を決定し，事前

の打ち合わせを数回行うこととした。

討議する内容については，

「携帯電話は今の中学生にとって必要か。」

「私たち中学生が携帯電話と上手につき合うには，どんなことに気をつければいいか。」

とした。

司会者及びパネリストの事前打合せでは次のような資料を活用した。

資料３ パネルディスカッションの進め方

ただいまから，携帯電話に関するパネルディスカッションを始めます。

本日の司会を務めます○○です。どうぞよろしくお願いします。

まず，最初にパネリストの皆さんを紹介します。

１年１組代表○○さん，１年２組代表○○さん，

２年１組代表○○さん，２年２組代表○○さん，

３年１組代表○○さん，３年２組代表○○さん，

以上の６名の皆さんです。どうぞよろしくお願いします。

それでは，本日の議題について説明します。

一つ目の議題は，「今の中学生にとって，携帯電話は必要か。」二つ目の議題は「ケータ

イと上手に付き合うには，どんなことに気をつければよいか。」です。

それでは，一つ目の議題についての話し合いを始めたいと思います。

「今の中学生にとって，携帯電話は必要か。」についてです。意見のある人は，手をあ

げて発表してください。

○○さん，お願いします。

ありがとうございました。他に意見はありませんか。

○○さん，お願いします。

ありがとうございました。他に意見はありませんか。

○○さん，お願いします。

ありがとうございました。他に意見はありませんか。

○○さん，お願いします。

ありがとうございました。他に意見はありませんか。

○○さん，お願いします。

ありがとうございました。

今出された意見について，質問や反対意見はありませんか。

○○さん，お願いします。

○○さん，今の質問対する回答をお願いします。

ありがとうございました。他に，質問や反対意見はありませんか。 以下省略
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全校生徒一人一人がパネルディスカッションに参加しているという意識を高めるため

に，今の話合いで，どのパネラーの意見が自分の意見と近かったかを意思表示できるよう

にした。また，パネラーへの質問や感想を発表する時間を設定した。

集会全体の様子 パネルディスカッションの様子

イ 寸劇

日常生活の中でよくあるような携帯

電話に関するトラブルについての場面

を設定し，教師及び生徒が協力して寸

劇を行った。内容的には，メールによ

る生徒間のいやがらせを取り上げ，ユ

ーモアを交えながら，楽しく演じるこ

とができた。会場の生徒たちも，望ま

しい雰囲気で参加することができた。

寸劇をしている様子

(4) 結果と考察

① 「携帯電話に関する生徒集会」の立案

単発的な集会活動でなく，生徒の実態に即したかつ教師の課題意識も踏まえながら集会

活動を計画・立案することによって，より有意義なそしてタイムリーなものを作り上げる

ことができた。

昨年度の保護者学習会に始まり，親子学習会そして今回の集会活動の一連の流れが，教

師および生徒，保護者の携帯電話を中心とした情報モラルに関する意識を高揚させること

につながったと考えられる。
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② 携帯電話に関する実態調査結果

図１ 携帯電話の利用に関する実態調査

（平成19.7.6集会前実施，平成19.7.18集会後実施 １年生～３年生生徒222人）

携帯電話を使用する時間については，「使わない」及び「30分未満」，「30分から１時間」

の生徒が多くなり，利用時間の多かった生徒が少なくなった。これは，今まで家庭におい

てはっきりとした携帯電話の利用に関するルールがなかったが，この生徒集会をきっかけ

に利用時間についてのルールについて話し合う機会を設定したのではないかと考えられ

る。また，利用する時間帯や被害状況についても同様に，少しずつ結果がよくなっている

ことから，この「携帯電話に関する生徒集会」の実施が，生徒及び保護者に情報モラルを

はぐくむ上で効果があったと考えられる。
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③ パネルディスカッションや寸劇を取り入れた集会活動

司会者及びパネラーの事前打合せを密に

しながら，今回初めてパネルディスカッシ

ョンを実施することができた。実施する前

は，自分の考えをいかに表現し，全校生徒

を納得させるかという点において，少し不

安であったが，司会者も含めてどのパネリ

ストも堂々と自分の考えを全校生徒の前で

発表することができた。また，他の生徒の

聞く姿勢も大変立派で，限られた時間では

あったが，情報モラルに対する生徒たちの

意識をより高めることができた。 話し合いの感想を述べている様子

話し合いを聞いていた生徒からは，感想として次のような発表があった。

資料４ 生徒の感想

・ 今日の話し合いを聞いて，自分の携帯電話の利用についてもう一度見直してみよう

と思いました。

・ パネリストの人たちがどんどん積極的に意見を述べていてすごいなあと思いまし

た。

・ 自分もメールやインターネットを利用するので，危険なサイトへのアクセスや架空

請求などに注意しようと思いました。

・ 携帯電話の利用について，もう一度家の人と話し合ってみようと思いました。

寸劇は，相手に伝える力（表現力）を育成する意味からも，また，集会の雰囲気を和や

かなものにする意味からも，大変重要な役割を果たすものであった。

このように，教師と生徒が互いに協力し合う活動を通して，さらに信頼関係が深まり，

集会活動の意義を高めることができた。

(5) 成果と課題

① 成果

携帯電話の利用に関する現状を把握し，その改善策として生徒を主体とした集会を企画

・立案して実践できたことは，情報モラルについて見直すきっかけとすることができたと

考えられる。また，保護者に対しての啓発としても，よい効果を及ぼすことができたと考

えられる。

② 課題

生徒たちに情報モラルについて意識の高揚を図るためには，生徒集会をより充実したも

のとするための打合せの時間の確保が必要である。また今回の生徒集会は，保護者に対し

て公開できなかったので，次回はより効果を上げるためにも公開して，保護者の立場から

の意見や考えを聞き，それを参考にしながら生徒に情報モラルをはぐくむ手だてを考えて

いきたい。
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【研究７】   高等学校における情報モラルの指導について 

－校内研修や外部講師の活用を通して－ 

 

(1) 研究のねらい 

高等学校に通学する生徒が，校内に個人用の情報コミュニケーションツールを持ち込むよ

うになったのは，この 10 数年のことである。約 10 年前はポケットベルが学校に持ち込まれ

るようになり，授業中に友人からの文字情報(メール)が入りベルが鳴ることもあり，休み時

間になると公衆電話の前に駆込む生徒が多く，教師が公衆電話の前で生徒指導を行っていた

ことが思い出される。 

  すでに，ポケットベルの時代は終わり，現在の高校生は，ほぼ全員が携帯電話を利用して

いる。ただ，当時のポケットベルは，１対１によるコミュニケーションであり，返信する相

手のことも自分が分かっていることが多く，顔の見えない知らない相手（ベル友）とのメー

ル交換やトラブルは少なかった。 

  しかし，携帯電話やインターネットの普及にともなって，生徒の授業中におけるメールの

送受信により，携帯電話の指導が必要となった。現在では，この携帯電話やインターネット

の利便性が向上し，１対１のコミュニケーションから１対複数になったことにより，生徒の

問題行動も増加してきている。 

  保護者は，子どもが携帯電話を欲しがるから購入する。家庭での携帯電話に関する指導が

できないため，何かトラブルがあった時には，学校に指導をお願いするという時代になって

きている。そして，教師にも携帯電話やインターネットの利便性の向上には，対応しきれて

いないことがあり，生徒の対応に苦慮する面が多くなって,このような対応は，校内の「情報」

に詳しい教師が対応するケースが多く，全職員が共通理解をもった指導がしきれていなく一

部の教師の負担が大きいのが現状である。 

高等学校では, 現行学習指導要領（平成 11 年 3 月告示，平成 15 年 12 月一部改正）から普

通教科に「情報」を導入することにより,すべての高校生が卒業時までに,教科「情報」の科

目を最低２単位履修し,情報モラルについて学ぶ機会がある。しかし,教職員側には情報モラ

ルに関して学ぶ機会が少なく,適切な指導法を身に付ける必要性が求められる。 

  そこで，校内の全職員が，共通理解を持った指導ができる方法の取組を行ってみることに

した。 

 

(2) 生徒に情報モラルをはぐくむための手だて 

  生徒の 95％以上は，入学時に携帯電話を所持している。実態調査を行った結果によると，

携帯電話を所持した年齢も低年齢化し，現在は，小学校低学年から携帯電話を所持している

のが現状である。 

高等学校における情報モラルの指導は，問題行動の原因となる，携帯電話の指導が中心と

なってきている。 

生徒の所持している携帯電話には，通話以外に電子マネー機能・ディジタルカメラ機能・

E-mail 機能・インターネットへのアクセス機能などが搭載され，様々な生徒指導上の問題が

発生してきている。 

  特に，今の高校生に多いのは，メール機能を利用した他人を誹謗中傷する書き込みや，掲

示板・ブログ・プロフ機能を用いての他人を誹謗中傷する書き込み，写真の掲載による肖像



 - 81 -

権の問題，自分から個人情報を書き込むことによる被害が多い。 

  生徒をインターネットの諸問題から守るために，今後は全ての教師が，生徒に正しい情報

モラルを身に付けさせるために，下記のような手だてが必要であると思われる。 

 

①教職員自身が正しい情報モラルを身に付ける。 

②全ての教職員が，生徒に対して情報モラルに関する基本的な指導を行えるようにする。 

③生徒の問題行動の未然防止のため，携帯電話・インターネットの機能を理解する。 

 ④生徒の問題行動が発生した場合の対応を身に付ける。 

 ⑤各授業・ＨＲ等においての情報モラルに関する指導力を向上させる。 

 ⑥生徒の実態に応じた指導方法を身に付けさせる。 

 

(3) 実践 

 ① 校内研修について 

  ア 個人情報の漏えいに関して 

    教職員の情報モラルに関して最も重要とされるのが，生徒の個人情報を守ることであ

る。学校内の生徒・教師に関する個人情報は，ネットワークサーバに保管し，校内のみ

の利用か校務分掌ごとにＵＳＢメモリに保存し校内保管することが原則である。個人用

のＵＳＢメモリにて個人情報を持ち出すことの危険性について，教職員の共通理解を図

った。 

 資料１ 校内研修資料より 
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イ 個人情報取扱用ネットワークと一般ＰＣネットワークの利用について 

        校内ネットワークの利用による個人情報の漏えい（生徒が情報を引き出す）を防止す

る目的で，教員専用ネットワークと生徒兼用のネットワークＰＣを誰が見ても分かるよ

うに区分し（本校では，色別のシールの貼り付けおよび校内地図の配布），生徒が個人

情報を持ち出さないように，施設面の工夫改善を行った。 

 

 

 

 

ウ 生徒の実態把握について 

     一般的に高校生の携帯電話の所持率は，95％以上と言われているが，教師が生徒の

携帯電話の指導を行うには，生徒の実態を把握することが必要であると思われる。改

めて携帯電話に関する意識調査を行い，教師に周知し共通理解を図った。 

 

 

【主な調査項目】 

①学年・性別 

 ②自分専用の通信機器の所有状況について（携帯・ＰＣ） 

 ③携帯使用料金・利用時間  

 ④携帯使用料金 支払者 支払方法 

 ⑤利用目的 

 ⑥携帯電話・メール等を使って良かったこと。悪かったこと。  

⑦家庭の約束ごと 

 ⑧掲示板の利用状況 

 ⑨出会い系サイトの利用状況 

 ⑩ブログ・プロフの利用状況 

 ⑪チェーンメール等のネット利用における迷惑行為について 

 ⑫ネットショッピングについて 

 ⑬ネットオークションについて 

⑭犯罪に関する理解度 

     

この実態調査を通して，驚いたことは生徒の携帯電話に関する依存度が高かったこ

とである。携帯電話の使用料金に月額５万円以上を使う生徒や，携帯電話の利用時間

が 1 日４時間以上の生徒がいたことである。また，友人とのコミュニケーションに携

帯電話のメール機能を使って会話を行うことにより，会話がない，会話のできない生

徒が多いことに気づいた。さらに，文字によるコミュニケーションのため，お互いの

誤解による友人関係のトラブルの多さに驚いた。 

図１ 本校教員ネットワーク構成図 

図２ 本校生徒 PC ネットワーク構成

資料２ 実態調査の項目 
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あなたは携帯電話を持っていますか？

93.9%

6.1%

はい

いいえ

あなたの携帯電話の1か月の利用料金は？

4.7%

48.4%

28.1%

12.5%

3.1%

1.6%

1.6%

5,000未満

10,000未満

15,000未満

20,000未満

25,000未満

30,000未満

30,000以上

 

1日の平均通話時間は？

71.2%

10.6%

15.9%

0.0%

0.0%
1.5%

0.8%

30分未満

60分未満

90分未満

120分未満

150分未満

180分未満

180分以上

1日の平均メール時間は？

25.8%

40.9%

6.3%

1.9%

4.4%

1.9%

18.9%

30分未満

60分未満

90分未満

120分未満

150分未満

180分未満

180分以上

 

1日の平均インターネット利用時間は？

26.9%

21.0%

10.9%

16.0%

4.2%

4.2%

16.8%

30分未満

60分未満

90分未満

120分未満

150分未満

180分未満

180分以上

出会い系サイトを利用したことがありますか？

18.9%

2.5%

3.3%

75.4%

見たことはある

書き込みをしたことがある

実際に相手に会った

ない

 

出会い系サイトを利用したことがありますか？

18.9%

2.5%

3.3%

75.4%

見たことはある

書き込みをしたことがある

実際に相手に会った

ない

 

 

携帯電話に関するトラブル（自由記入） 

 

・知らない人からのメールが来る 

・架空請求があった。 

・ネットショッピングでのトラブル 

・オークションでの商品未納 

・携帯電話の故障 

図３ 生徒実態調査の結果 
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エ ネットトラブルに関する事例研究について 

     本校にも生徒の携帯電話に関するトラブルや問題行動が発生している。これまでは，

生徒指導部や「情報」に詳しい教師が対応していたが，事例検証と関係機関とのやり

とりについて校内研修を行った。 

     インターネットを利用してのブログについては，実際のサイトを見ることにより，

多くの生徒が，自分の個人情報を気軽に掲載していることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     また，最近では携帯電話にインターネット上の掲示板，プロフ，ブログの書き込みに

関する「ネットいじめ」に関する問題も大きくなっている。「ネットいじめ」に関する

問題は，テレビ・新聞などの報道記事を参考に，許されないことであるとの共通理解を

得ることができた。 

 

  オ トラブルの未然防止について 

    生徒がトラブルに巻き込まれるケースの多くは，有害サイトへのアクセス及び無料サ

イトのアクセスが多い。 

    有害サイトへのアクセス防止については，フィルタリングサービスという，有害と思

われるサイトやキーワード検索を防止するサービスである。有害サイトは各携帯電話会

社が有料としているサイトが多く，サイトへアクセスすることにより，料金が課金され

る仕組みであるため，業者によっては，フィルタリングサービスのＰＲも少なく，知名

度も低く，また，生徒の興味・関心のあるサイトは，有害サイトに多いことから，フィ

ルタリングサービスを申し込む生徒は少ないのが現状である。しかし，学校側としては，

保護者に有害サイトへのアクセスの危険性について理解させる手段が求められる。 

    以下は，各携帯電話会社が行っているフィルタリングサービスである。 

 NTT Docomo  au  ソフトバンクモバイル 

サービス名称 アクセス制限サービス EZ 安心アクセスサービス ウェブ利用制限 

Yahoo!きっず 

月 額 使 用 料 無料 

対 応 機 種 ｉモード対応全機種 EZ WIN コース 

EZweb multi コース 

SoftBank 3G 

※V801SA と V801SH を除く

申し込み方法 各社のお客様相談センター・販売店・各社の web ページ など 

 

    さらに，生徒がトラブルに巻きこまれるケースとして，無料サイトへのアクセスであ

る。無料サイトは，携帯電話の着信メロディーやゲームなどのデータを無料でダウンロ

【名前】 ○○ ○○ 

【年齢】 

【住んでいるところ】 ×××× 

【好きな人のタイプ】 

  ・ 

  ・ 

【何か一言】 

 

写 真 

資料３ プロフィールサイトのイメージ 
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ードできるサービスである。 

    ダウンロードする際に，個人の携帯電話番号やメールアドレスが漏れるなどのトラブ

ルのケースがある。防止策として“無料ほど怖いものはない”ということを生徒に指導

する必要がある。  

 

 ② 外部講師の活用について 

   外部講師の活用として，携帯電話会社の「ケータイ安全教室」がある。本校では，NTT 

Docomo の「ケータイ安全教室」の講師に講演を依頼し，携帯電話に関する安全な利用方法

について学ぶことができた。 

 

【主な学習内容】 

 ①携帯電話の歴史について 

 ②これからの携帯電話のあり方について 

 ③携帯電話の料金プランについて 

 ④携帯電話利用のマナーについて 

 ⑤インターネット機能に関して 

  ・インターネットへのアクセスについて 

  ・掲示板，ブログ，プログへの書き込みについて 

  ・架空請求や料金トラブルについて 

⑥その他 

  

50 分の研修であったが，生徒は真剣に講師の話を聞いており，有害サイトへのアクセス

やインターネット上の書き込みは一時期は減ったが，時が経つにつれて，学習内容を忘れ

る生徒が多く，生徒指導部や「情報」に詳しい教師が生徒へ指導をする場面が見られた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 結果と考察 

 ① 校内研修について 

   高等学校において校内研修を行うには，通常の放課後等では，生徒指導・課外授業・会

資料４ 主な学習内容 

「ケータイ安全教室」の講演風景 
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議等で時間の確保が難しいのが現状である。本校では，コンピュータネットワークや情報

モラルに関する校内研修を定期考査期間中の午後に行った。 

   教師の中から，「校務でコンピュータを利用する機会が多くなるにつれて，個人情報の保

護に関して改めて考えることができた」，「生徒の携帯電話の利用について驚いた」，「ネッ

ト掲示板（ブログ・プロフ）を初めて見た」などの感想が寄せられた。 

   携帯電話・インターネットの利用によって，生徒がトラブルに巻き込まれる問題は，本

校でも，生徒指導部や「情報」に詳しい教師が対応していたが，実際にインターネット上

の掲示板，ブログ，プロフ等を見ることで，指導の重要性を感じる教師が増えた。 

   また，少数意見ではあったが，「ここまで生徒がやっているのか」「見るのが怖い」など

の意見もあり，全教職員に共通理解を持った指導を行う難しさを感じた。 

 

 ② 外部講師の活用について 

   今回の実践にて，本校商業科２年の生徒を対象とした授業で，NTT Docomo「ケータイ安

全教室」を行った。講師はとても熱心な方で，携帯電話の歴史やインターネット利用に関

するトラブルの事例についての話があり，生徒は興味を持って聞いていたようである。 

しかし，生徒の多くはインターネット機能を利用して，ブログ・プロフを利用した生徒

は 90％以上いること，出会い系サイトを見たことのある生徒に関しては女子生徒の 50％以

上いるとの結果には驚かされた。 

   また，携帯電話のトラブル防止に関しては，何もしていない生徒が 85％以上おり，特に

有害サイトへのアクセス防止のフィルタリングを設定している生徒は，ゼロに近い数値で

あった。 

   有害サイトへのアクセス防止については，一部の生徒は中学校時代にフィルタリング設

定の携帯電話を購入しているが，高校入学時に携帯電話の機種変更する際に，フィルタリ

ング設定の解除を行っている生徒がいることが分かった。今後は，保護者にどのように有

害サイトへのアクセス防止の指導を行うかが課題である。 

 

(5) 成果と課題 

 ① 校内研修について  

  ア 成果 

教師の情報モラルに関する研修は，「個人情報の取り扱い」と「インターネット上の掲

示板・ブログ・プロフについて」など行ったが，個人情報の取り扱いについては，研修

前から教師の意識は高く，自分や生徒の個人情報を漏えいしない方法などを身に付け，

教師の意識が向上したようにも思える。 

    また，インターネット上の掲示板・ブログ・プロフについては，プロジェクタを利用

して，実際のサイトを見ることにより，ことばでは知っていたが，初めて見て驚いたと

いう教師もおり，実態を把握するにはよいきっかけとなった。 

  イ 課題 

    教師の情報モラルに関しては，情報化社会が進む中で，教師のスキルアップとして，

教師個人が取り組んではいるが，生徒への指導に対しては個人差があるようである。校

内研修後に，生徒の事故防止を目的とするため，インターネット上の掲示板・ブログ・

プロフについて積極的に見て，生徒指導部と連携を行う教師もいる中，見るのが怖いと
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いう教師もおり，実際に生徒に問題があった場合の対応方法は，あまり改善されないよ

うに思う。 

今後も，生徒が作成したサイトを見るのが怖い教師や，指導できない教師に対しても

学校として，連携した生徒指導を実践するために，参加してもらえる方法を見いだせれ

ばと思う。 

 

 ② 外部講師の活用について 

  ア 成果 

    外部講師を招いた，NTT  Docomo 携帯安全教室は，学校の教員が「○○に問題がある

ので使ってダメ」といった指導ではなく，生徒が利用している携帯電話を上手に利用し

ようといった内容が多く，生徒の興味関心はあったようである。また，NTT  Docomo の

講師が生徒の実態に応じて指導を行ったので，生徒の情報モラルの指導に役立った。 

  イ 課題 

    携帯電話会社の外部講師派遣事業は一部の企業だけである。民間企業である限り，携

帯電話を販売することが企業活動であり，生徒も新機種が登場するとすぐに購入してし

まう。講演時には，有料サイトや有害サイトへのアクセスを防ぐフィルタリング機能に

ついて説明はしてくれるが，販売時になると「○○サイトへの契約」などを積極的に行

い，販売時にはフィルタリング機能については，いっさい説明がないことが多い。 

また，民間企業における，携帯電話に関する安全携帯安全教室は，一部の企業の取組

であり，学校側が依頼しても応じてもらえるケースは多くはないと思う。 

    携帯安全教室は，生徒に正しい情報モラルを身に付けさせる手だてとして必要と思わ

れる。 

 

 ③ 実践を通じて 

   携帯電話やインターネットの利用技術の向上は年々向上してきている。教師がその利用

技術を理解し，生徒へ適切な指導を行うまでにはかなりの時間を要する。 

数年前には，携帯電話や家庭でのパソコン利用については，高等学校入学後に携帯電話

やパソコンを購入してもらうという生徒が多く，情報関係の授業やホームルーム活動を通

して，メールを利用したコミュニケーション方法やインターネットのＷｅｂページ作成に

対して肖像権や著作権に関しての指導を行っていれば，生徒への啓発にもなっていた。 

しかし，現在では，小学校・中学校段階から，携帯電話を所持する生徒が多く，高等学

校入学時には，情報モラルに関する理解力や判断力にも生徒間の差は大きい。 

  保護者は子どもが欲しがるから携帯電話を購入し，子どもはルールやマナーが守れずト

ラブルに巻き込まれる現状がある。 

保護者が携帯電話に関する指導ができず，学校に指導をお願いしたいという時代になり

つつある中，生徒に正しい情報モラルを身に付けさせるための指導工夫が今後も求められ

るであろう。 
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【研究８】   高等学校における生徒に情報モラルをはぐくむ授業の研究 

        －普通教科「情報」の授業を通して－ 

 

(1) 研究のねらい 

文部科学省の『情報教育の実践と学校の情報化～新「情報教育に関する手引き」～』によ

ると，インターネットや携帯電話の普及・発展が，私たちの生活様式を急速に変化させた。

その情報化の進展は，「光」の部分と「影」の部分の両方をもたらしている。その「影」の部

分についての正しい理解と対処法を知ることは，情報化社会に生きる人間にとって不可欠な

ものとなっている。 

また，「研究主題に関する実態調査」から，高等学校で４割以上の生徒が「120 分」を超え

る時間，インターネットやメールを利用していることが分かった。さらに，利用時間数の長

い生徒ほど，掲示板サイトを見たり，出会い系サイトを見たり，インターネットショッピン

グやネットオークションで買い物をしたりしているということが分かった。 

さらに，保護者については携帯電話利用の「ルールを決めている」という割合が高いこと

に対して，生徒は「ルールが決められていない」という割合が高く，携帯電話の利用に対す

る認識が乖離していることが分かる。 

そこで，今回は，「情報Ａ」の授業を通して，インターネットやメールを利用する際に気を

つけることを中心に，情報モラルをはぐくむ授業を考えることにした。 

 

(2) 生徒に情報モラルをはぐくむための手だて 

 ① 実態把握 

生徒の実態を把握し，また，授業後の意識の変化を確認するため，事前・事後に同じ内

容のアンケートを実施した。 

 ② 授業内容 

授業では，体験型のＷｅｂサイトやビデオ教材等を多く活用することとした。その理由

は，解説中心の授業より，身近なものとして理解できると考えたためである。また，生徒

が授業に前向きに取り組むことができるように，クイズやゲーム感覚で学べるＷｅｂサイ

トも利用した。 

さらに，学習の進度が明確になり，後から学習内容を振り返ることが容易になるよう，

教材の構成に沿ったワークシートを用意し，生徒一人一人がワークシートに記入しながら，

学習を進めることができるように配慮した。 

 

(3) 実践 

 ① 実態 

本校は，普通科９クラス，全校生徒 198 名の小規模校である。「情報Ａ」の授業は，第１

学年で１単位，第２学年で１単位の分割履修の形で授業を行ってきた。しかし，今年度か

ら，第１学年で２単位を履修する形に，カリキュラムが変更されている。 

これまでにも，掲示板サイトへの書き込みを原因とするトラブルが多く起こっており，

また，出会い系サイトへ個人情報を勝手に書き込みされてしまったなどの被害も見られて

いる。その中でも，「プロフ（＝プロフィールサイト）」と呼ばれるサイトは，誹謗中傷や
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安易な個人情報の書き込み，有害サイトへの誘導などといった，多くのトラブルの原因と

なっているようである。 

② 授業展開 

今回の授業研究は，１学年３クラス 66 名を対象とした。当初は，ほとんどの生徒が携帯

電話を持つようになる５月頃に授業を行いたいと考えていたが，学校行事等との関連もあ

り，６月下旬からの授業実施となっている。 

研究授業の概要は以下の通りである。 

 

学年 第 1 学年 

科目 情報Ａ 

主題 生徒の情報モラルを育成する。 

指 導 の

ねらい 

① 著作権などの知的財産権を理解し，尊重する。 

② 情報社会の活動に関するルールや法律を理解し，適切に行動する。 

③ トラブルに遭遇したとき，様々な方法で解決できる知識と技術を持つ。

指 導 の

ポ イ ン

ト 

① 著作権に関する様々な事例を取り上げ，関連する法律などと照らし合わ

せて，著作権を理解し，尊重する態度を身に付けさせる。 

② 様々な教材を活用し，インターネットなどを利用する上で必要なルール

や法律を理解させる。 

③ 疑似体験を通して，トラブルを回避したり，トラブルに遭遇したとき解

決できる知識・技術を身に付けさせる。 

 

単元計画は以下の通り（全９時間）である。 

時間 内容 

１ 「法令について」 

ネットワークやインターネットを利用する際に気をつけなくてはならない法律

等を理解する。 

２ 

３ 

「情報モラルとは」 

ディズニー「ネチケットを学ぼう」を利用し，ネットワークを利用する際に気

をつけなくてはならない点を整理する。 

URL：http://www.disney.co.jp/netiquette/ （ワークシート利用） 

４ 

５ 

「こんなとき，どうする？」 

独立行政法人教員研修センター「情報モラル研修教材 2005」を利用し，様々な

事例を疑似体験することにより，トラブルの原因を考え，トラブルに巻き込ま

れないための方法を理解する。 

URL：http://sweb.nctd.go.jp/2005/ （ワークシート利用） 

６ 「情報モラルのまとめ」 

７ 「著作権とは」 

著作権情報センター「悟空の著作権入門」を利用し，著作権の基本的な概念を

理解する。（ワークシート利用） 
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８ 「著作権を考えよう！」 

著作権情報センター「コピーライトワールド」を利用し，前時の学習内容を確

認する。 

URL：http://www.kidscric.com/  （ワークシート利用） 

９ 「著作権のまとめ」 

ア 「法令について」（1 時間目） 

  生徒は，ネット

ワークやインター

ネットを利用する

際に気をつけなく

てはならない法律

の存在さえも知ら

ない様子であった。

そこで，インター

ネットを利用する

際に注意しなくて

はならない法律等

を資料１のような

プリントにまとめ，

実例を挙げながら

説明した。 

イ 「情報モラルとは」（２，３時間目） 

  ディズニー「ネチケットを学ぼう」は，ディズニーのキャラクターが主人公となり，

情報モラルに関する３つのストーリーが展開されるＷｅｂサイトである。途中で，自

分がその場面に遭遇したら，どのような行動を選択するかを問われるＷｅｂページが

ある。そのときに選択した行動と，そのように判断した理由をワークシートに記入さ

せた。さらに，その行動を選択した結果，どのようなことが画面上で起きたかも記入

させ，そのような場面で取るべきであった行動をまとめさせた。 

一通りの学習が終了した後，同Ｗｅｂサイトにある，情報モラルに関する問題がク

イズ形式で出題される「ネチケットアドベンチャー」に挑戦させたが，生徒の判断と

その根拠を確認するために，ワークシートにもまとめさせた。 

ウ 「こんなとき，どうする？」（４，５時間目） 

  独立行政法人教員研修センター「情報モラル研修教材 2005」は，「体験から学ぶ」，

「事例から学ぶ」，「授業素材」，「学校の取り組み」，「問題への対応」から構成されて

いる。今回は，「体験から学ぶ」を利用した。これはインターネットを利用する際に巻

き込まれる恐れのある様々なトラブルをスライド形式で体験することができるＷｅｂ

ページである。それぞれの事例で，どのようなトラブルに巻き込まれる恐れがあるか

を整理させ，ワークシートにまとめさせた。さらに，その原因となった行動と，どの

ような行動を取るべきであったのかを考えさせ，トラブルに巻き込まれないために取

るべき行動について理解させた。 

資料１ 「インターネット利用に関する法令」プリント 
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エ 「情報モラルのまとめ」（６時間目） 

資料２ 「情報モラル研修教材 2005」ワークシート 

 

資料３ 「情報モラルまとめ」ワークシート 
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情報モラルについて学習したことを確認するために，情報モラルクイズを出題した。

生徒の判断が分かれそうな事例を取り上げ，事例で紹介した行動が正しいかどうかを

○×で判断させ，その判断の根拠となる考え方も聞いている。当初は，３名程度のグ

ループで話し合い，それぞれの意見を比較検討することを通し，１つの事例に対する

判断だけでも，様々な考え方があることを理解させることを意図していた。 

しかし，本校生徒には「話し合い」の経験が少ないためか，なかなか意図したよう

な展開にならなかった。そこで，各自で判断することを前提とし，インターネット上

の情報を参照しながら判断するように促した。 

また，チェーンメールについても取り上げ，チェーンメールを受け取る人数の拡大

をシミュレーションすることで，チェーンメールの持つ影響力の大きさ，問題点を考

えさせた。 

オ 「著作権とは」（７時間目） 

  著作権情報センター「悟空の著作権入門」は，著作権の基本的な考え方を学習する

ことができるビデオ教材である。途中にまとめを挟みながらストーリーが展開される

ので，そのまとめの中からキーワードを抜き出し，ワークシートにまとめさせた。 

カ 「著作権を考えよう！」（８時間目） 

  著作権情報センター「コピーライトワールド」は，著作権に関する内容がまとめら

れているＷｅｂサイトである。このＷｅｂサイトの「コピーライト道場」を利用した。

このＷｅｂページは，３段階の問題（上級，中級，初級）がクイズ形式で出題され，

全問正解時には合格証がもらえるなど，子どもから大人まで楽しみながら学習を進め

ることができるように工夫されている。今回は，生徒の判断を確認するために，解答・

解説をワークシートに記入させた。 

資料４ 「コピーライト道場」ワークシート 
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キ 「著作権のまとめ」（９時間目） 

著作権について学習したことを確認するために，著作権クイズを出題した。「情報モラ

ルのまとめ」と同様に，生徒の判断が分かれそうな事例を取り上げ，事例で紹介した行

動が正しいかどうかを○×で判断させ，その判断の根拠となる考え方も聞いている。ま

た，各自で判断することを前提とし，インターネット上の情報を参照しながら判断する

ように促した。 

 

(4) 結果と考察 

 ① 授業展開について 

  ア 「法令について」 

 インターネットを利用する際に，特別なルールや決まりはないと思っていた生徒が多

いようで，ネットワークやインターネットに関する法律を説明し，さらに事件として報

道された例や逮捕された例を説明すると，大変驚いた様子だった。 

  イ 「情報モラルとは」 

「ネチケットを学ぼう」では，ディズニーのキャラクターのかわいらしさからか，い

つもはにぎやかな生徒たちが，一言も発することもなく熱心に取り組んでいた。「ネチケ

ットアドベンチャー」は，ゲーム感覚で取り組めることと，終了後に証明書が発行され

ることからか，生徒たちは自発的に取り組んでいた。また，ほとんどの生徒がワークシ

ートのすべての項目に記入し，提出することができた。 

  ウ 「こんなとき，どうする？」 

「情報モラル研修教材 2005」の「体験で学ぶ」は，掲載されている事例数が多く，画

面をクリックしてスライドの内容を確認し，次の事例に進むという操作の単調さからか，

途中で飽きてしまう生徒が見られた。しかし，提出されたワークシートを見ると，生徒

はインターネットの利用に際して，起こりえるトラブルの原因を理解し，何に気をつけ

て行動すべきなのか分かったようである。 

 

「ネチケットを学ぼう」授業風景 「情報モラル研修教材 2005」授業風景 

エ 「情報モラルのまとめ」 

「情報モラルのまとめ」は生徒にとっては，かなり難しかったようである。しかし，

○か×かを解答するだけではなく，自ら考え，判断する機会を持つことは大切である。
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そこで，ワークシートには○×どちらかを記入させ，さらにその根拠となる考え方を記

入するよう指導した。インターネットを利用して，正しい答えを探そうとする者が多く

見られたが，なかなか参考となるＷｅｂページが見つからない様子であった。提出され

たワークシートを見ると，生徒たちが努力し，苦労した跡が見られ，内容が論理的であ

るかどうかは別として，それぞれが何らかの考えを模索し，その根拠を記入していた。 

また，「チェーンメール」については，よりその実態が理解できるように，段階別にメ

ールを受け取る人数を計算させた。１人が５人に転送すると考え，６回目で 15,625 人も

の人が受け取ることになるという事実には，大変驚いた様子だった。 

  オ 「著作権とは」 

「悟空の著作権入門」は，高校生には幼すぎると感じる部分がある。しかし，生徒た

ちは食い入るように画面に見入っていた。途中，ワークシートに記入すべきところがあ

るが，それに気づかない生徒が見受けられたので，その場面では一時停止をして，ワー

クシートに記入させるようにした。 

  カ 「著作権を考えよう！」 

「コピーライトワールド」の「コピーライト道場」は，クイズ形式が気に入ったのか，

自発的に取り組む生徒たちの姿が見られた。しかし，クイズに外れると最初からやりな

おす方式のため，数回外れると意欲をなくしてしまう生徒も見られた。それらの生徒に

は，励ましながら最後まで取り組めるよう指導した。また，生徒たちは最後に合格証が

発行されるのがうれしい様子で，印刷したり，携帯電話に転送したりしていた。ほとん

どの生徒がすべての項目に記入し，ワークシートを提出することができた。 

  キ 「著作権のまとめ」 

「著作権のまとめ」も難しい様子であったが，「情報モラルのまとめ」と同様に生徒た

ちなりに考えた結果が，ワークシートに表れていた。 

② 事前・事後アンケートについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ アンケート用紙 
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研究授業開始前の６月中旬に資料５のような内容で事前アンケートを行い，研究授業が

終了した９月上旬に同じ内容で事後アンケートを行った。途中に夏休みを挟んでいるため，

生徒にとっては自由な時間が多くなり，インターネットの利用に歯止めがかからないこと

が心配だった。そこで，事前・事後アンケートを比較することで，夏休み中のインターネ

ット利用の実態も見えてくると考えた。回収した件数は事前アンケート 59 件，事後アンケ

ート 58 件であった。 

まず，インターネットの利用環境について確認する。表１から，ほとんどの生徒は，高

校１年の６月の時点でインターネットにアクセスできる環境を備えていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，携帯電話が主要なアクセス手段となっていることも分かる。 

次に，携帯電話の利用時間を確認する。表２から，「120 分以上」利用している生徒が圧

倒的に多いことが注目される。９月の時点で利用時間が少なくなっている生徒が出てきて

いる反面，全く使わないという生徒も減っていることを見ると，一般的に許容できる時間

の範囲で，携帯電話を利用する生徒が増えつつあると考えられる。 

次に，携帯電話を利用する際のルールについて確認する。表３から，「ルールがある」と

回答した生徒が 11 人から 15 人に増えていることが分かる。その内訳を見てみると，「料金

について」が９人から 14 人に増えている。つまり，携帯電話を使いすぎた結果，家庭で保

護者と話し合いをするなどして，「料金について」のルールが作られた可能性があると思わ

れる。このことは，表２における「120 分以上」の利用者の減少にも関係があると予想さ

れる。つまり，家庭内で携帯電話利用のルールが出来た結果，利用時間の減少につながっ

たのではないかと考えられる。 

 

表３ 携帯電話・インターネット利用のルール              （人）

家庭内のルールの有無 具体的なルール 6 月 9 月 

家庭内にルールがある 11 15 

 料金について 9 14

 メールの使い方について 0 0

 インターネットの使い方について 1 1

 カメラ機能の使い方について 0 0

 その他 1 0

家庭内にルールはない 45 41 

表１ 携帯電話・パソコン所持率 （人） 表２ 携帯電話利用時間 （人） 

項目 6 月 9 月 項目 6 月 9 月 

携帯電話のみ 42 41 全く使わない 3 1 

パソコンのみ 3 4 30 分以下 5 8 

両方持っている 8 8 60 分以下 3 7 

両方持っていない 6 5 90 分以下 6 6 

   120 分以下 6 4 

   120 分以上 35 28 
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最後に，情報モラルに関する部分について確認する。「８ 掲示板サイト」「９ 出会い

系サイト」「10 インターネットショッピング」「11 ネットオークション」のそれぞれの

質問に対する回答の人数に，ほぼ変化は見られなかった。夏休みのように自由な時間が多

くあったとしても，これらのＷｅｂサイトの利用者が大幅に増えるわけではないことが分

かる。 

 

 

 

 

 

 

しかし，表４から分かるように，「携帯サイト利用時に気をつけること」を文章で記述さ

せると，授業前の６月よりも，授業後の９月の方が，記述件数が明らかに増えている。さ

らに，その記述内容も，６月の時点では見ることができなかった記述が，９月には増えて

いる。例えば，「９ 出会い系サイト」では，６月の時点では「利用しない」が多かったが，

９月になると「18 歳未満は利用してはいけない」，「掲示板で知り合った人に個人情報を知

らせたり，会ったりしない」などが挙げられ，「10 ネットショッピング」や「11 ネット

オークション」においても，６月時点では「だまされない」という抽象的な記述が多かっ

たが，９月には「情報が確かか確認する」，「品物等を十分に確認する」，「お金のやりとり

をきちんと確認する」といった具体的な記述に変わってきている。つまり，利用経験にか

かわらず授業で行った内容が身に付き，注意すべき点を理解できていると考えられる。 

 

(5) 成果と課題 

① 成果 

今回，授業研究を行った結果，各種教材を活用した疑似体験のみでも，インターネット

利用における基本的な注意点を身に付けることが出来ることが分かった。 

また，解説だけの単調な授業ではなく，生徒が興味を持つような体験型の教材を授業に

取り入れることで，生徒の意欲を引き出すことができる可能性があることが分かった。 

今回の授業は，インターネットやメールを利用する際に気をつけることを中心に，情報

モラルを身に付ける授業を考えた。しかし，物事を判断するルールを理解しても，その理

解が実際の行動に結びつくためには，別な問題がある。今年度から開講された「道徳」も

含めて，学校全体で取り組むべき課題ともいえる。その中で，情報科においてどこまで指

導すべきであるかという問いに対して，今回の研究は１つの基準を提示することができた

のではないかと考えている。 

 ② 課題 

今回の授業の結果，インターネット上の様々なＷｅｂサイトを利用する際に気をつける

ことは理解できたようである。しかし，十分に気をつけたつもりでも，トラブルに巻き込

まれてしまうことはある。そこで，今後は，トラブルに巻き込まれた場合の対処方法につ

いても，指導できるようにしたいと考えている。 

今回の授業で利用したＷｅｂサイトは，生徒に好評であった。しかし，「楽しかった」で

表４ 「携帯サイト利用時に気をつけること」の記述件数 （件）

項目 ６月 ９月 

８ 掲示板サイト ４１ ４６ 

９ 出会い系サイト ２７ ４２ 

１０ ネットショッピング ２３ ４３ 

１１ ネットオークション ２２ ３７ 
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終わらせないため，そのときに考えていることを整理し，ワークシートにまとめさせた。

ワークシートを導入したことにより，あいまいなまま判断してしまいがちな問題でも，筋

道を立てて考えることができた。今回は，各種教材の利用を前提としたワークシートであ

ったが，生徒の提出したワークシートをもとに改良し，生徒たちがさらに前向きに取り組

めるものを工夫していきたい。 

先に挙げたように，情報科における取組，他教科における取組，「道徳」における取組，

ホームルーム活動としての取組等を整理し，学校全体で生徒の情報モラルの育成に取り組

んでいく体制作りが必要である。 

 

 ＜参考サイト＞ 

 ・ディズニー 「ネチケットを学ぼう」 URL：http://www.disney.co.jp/netiquette/ 

 ・独立行政法人教員研修センター 「情報モラル研修教材 2005」 

URL：http://sweb.nctd.go.jp/2005/ 

 ・著作権情報センター 「コピーライトワールド」 URL：http://www.kidscric.com/ 
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【研究９】   軽度知的障害養護学校・高等部における情報モラルをはぐくむための支援の

在り方 

 

(1) 研究のねらい 

現代社会における携帯電話やインターネットの普及は，特別支援学校においても例外では

 なく，児童生徒がそれらを利用する機会は年々増えてきているように思われる。その中で，

 インターネットや携帯電話のいろいろな機能に詳しい児童生徒も多く，日常的に使いこなし

 ているような様子も見られてきている。その一方では，知識や経験の不足といったような児

 童生徒の実態から，トラブルに巻き込まれやすいという側面があるのもまた事実であるよう

 に思われる。 

そこで本研究では，軽度の知的障害養護学校である県立の高等養護学校第１学年の例を通

して，まず初めに携帯電話やインターネットに関する生徒の現状を調べていきたい。さらに，

情報モラルに関する生徒の知識や考えも明らかにしていくことで，正しい使い方を実践して

いくための実態に合わせた支援の在り方も検討していきたい。 

 

(2) 生徒に情報モラルを育むための手だて 

① 実態把握 

   携帯電話やインターネットに関する実態を把握するためのアンケートを行う。アンケー

トの内容は，生徒が一人で取り組んでも理解して正しく答えられるよう，簡略なものとす

る。また，生徒がアンケートに解答する際には教師も一緒に質問を読み，質問の意味が正

しく伝わるように支援する。 

② 携帯電話を正しく使うことができるための支援 

   昨年度実施された実態調査（アンケート）の結果，特別支援学校高等部生徒の携帯電話

の所持率は約 57％で，パソコンの所持率は約 24％。また，本研究で扱う情報モラルに関す

る内容はテーマを明確にした方が生徒もより理解しやすいと考え，「携帯電話やインターネ

ットの基本的な正しい使い方」を中心に進めることとした。 

   具体的な手だてとしては，いろいろな場面が想定できるような内容の教材を利用して，

生徒の情報モラルを喚起していきたい。生徒が理解しやすい具体的な場面のなかで，「こん

なときどうする？」といった話し合い等を通して，正しい使い方を支援していきたい。 

 

(3) 実践 

 ① 生徒の実態 

   生徒の実態を見ると，素直な性格で，意欲的に学校生活を送ることができている生徒が

多い。しかし，基礎的・基本的な知識や技能，課題を意識して長時間集中して取り組む姿

勢，自ら考え判断し行動する力，体力不足等が課題としてあげられ，本校入学以前の学習

環境や家庭環境等により，生徒一人一人の成長段階には大きな個人差が見られる。個に応

じた支援により，もっている能力や可能性をより発揮することができる生徒たちである。 

   なお，情報モラルに関する実態としては，携帯電話やインターネットを利用する生徒は

多いが，親や友人との連絡で通話やメールをするといった機会が一般的である。ゲームを

したり音楽をダウンロードするといった操作をできる生徒もいるが，掲示板やネットオー
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クションといったようなより高度な機能を理解できる生徒は少数である。知識不足や判断

力の弱さから，迷惑メールや出会い系サイト等のトラブルに巻き込まれたり，時間を気に

せずに使いすぎて，高額の料金を請求されてしまうといったような課題がある。 

 ② アンケートの実施 

    携帯電話やインターネットに関するアンケートを第１学年の生徒（48 人）を対象に行っ

たアンケートの質問項目は下図のとおりである。 

   資料１ 実施したアンケートと回答の一例 

 質 問 の 内 容 

１ 〇あなたはケータイを持っていますか。 

２  ・持っている人は，どんなことに使っていますか。 

３  ・使うときに，気をつけていることはありますか。 

４ 〇あなたはパソコンを持っていますか。 

５  ・持っている人は，どんなことに使っていますか。 

６ 〇ケータイは，どんなことが便利だと思いますか。 

７ 〇ケータイは，どんなことが危険だと思いますか。 

８ 〇ケータイで，いやな思いをしたことがありますか。 
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③ 情報モラル指導教材を活用 

   第 1 学年の１学級（８人）において，情報モラル指導教材の一つである「ネット社会の

歩き方」（http://www.cec.or.jp/net-walk/）の学習ユニット教材（コンテンツ画面とワー

クシート）を活用した授業実践を行った。この「ネット社会の歩き方」は，財団法人コン

ピュータ教育開発センターが開発したもので，特別支援学校の生徒にとっても簡単な操作

で多様なコンテンツを見ることができ，また画像を通して視覚的にも興味を持って意欲的

に取り組むことができる内容となっている。さらには学習ユニットごとにワークシートや

プレゼンテーション資料もあり，それらを加工して使いやすいように活用することで，よ

り実態に合わせた教材を提示できるようにもなっている。 

 

資料２ 「ネット社会の歩き方」のトップページ（http://www.cec.or.jp/net-walk/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 指導計画（４時間扱い） 

時間 取 り 扱 う 内 容 

１ 事前指導（携帯電話に対するイメージ等を話し合う） 

２ 学習ユニット教材（第１回） 

３ 学習ユニット教材（第２回） 

４ 事後指導（まとめ・意見交換） 

     

   なお，本校では「情報」の授業はなく，各教科（国語・社会・数学・理科・英語等）に

おいてそれぞれ情報教育的な内容を押さえて指導している。よって今回の計画は，学級の

ホームルーム等を中心に実践を行うこととした。 
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イ 活用した学習ユニット    

No ユ ニ ッ ト 名 

４ 危険な情報に注意 

６ ネットで悪口は要注意 

11 住所や電話番号をおしえるのは慎重に 

16 見知らぬ人との約束？ 

20 携帯電話のマナー 

21 ワン切りに気をつけて 

22 携帯電話で楽しむのもほどほどに 

23 携帯電話をなくしたら利用停止。でも… 

24 ワンクリック不当請求に気をつけて 

30 ネット依存に注意 

 

資料３ 「⑳携帯電話のマナー」の学習ユニット（「ネット社会の歩き方」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 「⑳携帯電話のマナー」の学習ユニット（「ネット社会の歩き方」より） 
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(4) 結果と考察 

① アンケートの結果と主な回答 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【携帯電話やパソコンの所持率について】 

  携帯電話の所持率は６割に満たず，一般の高校生と比べると少ない印象もあるが，学年が

上がるにつれて所持者の数も増えてくる傾向は予想される。また，家庭でのパソコン所持率

はさらに低くなっているが，これは，家庭環境等に課題があったり，児童養護施設から通っ

ている生徒も多い点が考えられる。 

 【携帯電話やパソコンの使い方について】 

  小中学校での情報教育の充実もあり，生徒の携帯電話やパソコンに対する基本的な知識や

技能は年々充実してきているように思われ，実際に、キーボードでのローマ字打ちやインタ

ーネットの検索機能を容易に行うことができる生徒は多い。しかし一方で，その知識や技能

に深まりは感じられず，ここでも表面的で幼い回答が目立つ。それだけ危険な目に会う機会

も少ないとも言えるが，大事な場面で適切な判断ができない可能性も大いに考えられる。 

〇携帯電話の所持者：48 人中 27 人【約 56％】 

〇パソコンの所持者：48 人中 22 人【約 46％】 

〇携帯電話をどんなことに使っているか？ 

 

 

 

〇携帯電話を使うとき，どんなことに気をつけているか？ 

 

 

 

〇パソコンをどんなことに使っているか？ 

 

 

 

〇携帯電話は，どんなことが便利だと思うか？ 

 

 

 

〇携帯電話は，どんなことが危険だと思うか？ 

 

 

 

〇携帯電話で，嫌な思いをしたことがあるか？ 

 

 

 

・緊急のときに連絡 ・メール ・インターネット ・カメラ ・時計  

・音楽を聞く ・お財布機能 ・ゲーム ・ほとんど使っていない 

・料金 ・使いすぎない ・知らない番号はでない ・変なサイトは見ない 

・電車の中では使わない ・安全に使おうと思う ・なくさないようにしている 

・ゲーム ・インターネット ・調べもの ・チャット 

・芸能人のブログを見る 

・いつでも話ができる ・いろいろな場所で使える ・時計 ・計算機 ・カメラ

・緊急時に便利 ・マナーモード 

・変なメールや電話 ・出会い系サイト ・架空請求 ・自殺サイト 

・使いすぎて料金が高くなる ・悪い人が犯罪に使っている ・電池切れ 

・変なメールがきた ・いたずら電話 ・定額料金を超えて使えなくなった 

・使いすぎて料金が４万円もいってしまった ・お金のこと 
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 ② 「ネット社会の歩き方」を学習した生徒の感想 

生徒 

（性別） 

携帯 

所持 

ＰＣ

所持

⑥ネットで悪口は要注意

「友だちが，他人の悪口

を書き込んでいたら…」

⑳携帯電話のマナー 

「携帯電話を使うときの

大切なマナーとは…」 

○30ネット依存に注意 

「インターネットや携帯

をやりすぎると…」 

Ａ (男) × ○ 

先生に言ってやめさせ

る。 

マナーがたくさんあるの

で，買ってもらったら気

をつけて使おうと思う。

ネットをやるのは悪いこ

とではないけど，時間を

決めてやる方が良い。 

Ｂ (男) × × 

悪口は送信しない。 

 

 

マナーを守って使うこと

が大事だと思います。 

30分くらいにすることで

す。控えめにするように。

Ｃ (女) ○ × 

「やめなよ，その友達が

困っちゃうから」と言う。

美術館や病院などでは，

周りの人に迷惑にならな

いように使う。 

ちゃんとした使い方をし

ないとだめだと思う。 

Ｄ (男) ○ ○ 

ぜったい言いたくない。

言われたくもない。悪口

はいや。 

飛行機では電源を切る。

美術館ではカメラを使っ

てはいけない。 

ネットカフェに夜遅くま

でいると，悪い人に見つ

かってしまう。 

Ｅ (男) ○ × 

先生に言ってやめさせ

る。 

携帯電話を使ってはいけ

ない場所はいろいろある

ことが分かった。 

ご飯も食べずにやってい

ると，体がだるくなった

り目も疲れる。 

Ｆ (女) × × 

「いじめになるからやめ

な。」私はやらない。 

歩きながら使ってはいけ

ない。バスや電車の中は

マナーモードにする。 

使いすぎはいけない。や

りすぎると中毒になる。

勉強の方が大事です。 

Ｇ (男) ○ ○ 

おことわりします。 携帯電話の電波でいろい

ろな機械を壊してしまう

ことが分かった。 

ケータイやネットがどの

くらい危険なのかがよく

分かりました。 

Ｈ (男) ○ × 

「やめよう」と言って，

自分はすぐに帰る。 

チェーンメールは返さな

い。お店の中では使わな

いようにしたい。 

やり過ぎは目にも体にも

悪い。長くやらない方が

良い。 

   

模範的な感想が多く，基本的には正しい道徳観を理解しているようである。ただし，それ

が実際の生活場面と結びついているとは言い難い面も見られた。第４時間目のまとめの話し

合いの中で，「みんな行き帰りの電車の中で友だちと騒いだりしてない？」「家でゲームばっ

かりやってるんじゃないの？」と質問すると，自分たちが記入した回答とは逆のことをやっ

てしまっていることに気付く様子も見られた。頭の中で理解している携帯電話やパソコンの

マナーと，自分たちの実生活とを結びつける力の弱さが感じられた。応用力や判断力が課題

である本校生徒の特徴と捉えることもできるだろう。 

机上の回答（パソコンや携帯電話のマナー） 実 際 の 生 活 

周囲の人に迷惑をかけないように使う 駅のホームや電車の中で友だちと騒いでいる 

長時間使いすぎないようにする 家に帰るとゲームばかりやっている 
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資料５ 「⑳携帯電話のマナー」のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

(5) 成果と課題 

 ① 一般的な道徳・倫理観と情報モラルとの関連性（成果） 

   今回の研究を通して，生徒たちの多くは正しいマナーを知識としては概ね理解している

ことが分かった。それらの情報モラルは，まずは社会一般の正しい道徳観から導きだして

いるのではないかという印象を受けた。本校は将来の社会自立・職業自立を目指した学校

であり，その意味では今後も正しい道徳観が身に付くための支援を継続していくことが，

生徒の情報モラルの向上にもつながっていくのではないだろうか。普段の生活の中で「周

りに迷惑をかけない」という当たり前の行為が自然とできるようになってくれば携帯電話

やパソコンを前にしてもその気持ちが生きてくるように思われる。 

 ② 情報教育の充実（課題） 

   一方，本校には，社会生活全般において経験不足な生徒も多く，自ら考えて判断し，行
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動する力が課題となっている。情報モラルに関してもその点が同様であり，今回の研究で

模範的な回答を示した生徒が，その後に不適切な携帯電話の使い方をしていたといったよ

うなケースも見られた。また，今回の机上学習では模範的な回答ができても，それが別の

場面になると，同じような質問をしても回答が違ってきてしまう傾向が垣間見られる。現

状ではそのつど指導に当たっているが，正しい知識をどう実際の生活に結び付けていくか，

その体系的な在り方を今後は検討していく必要がある。 

   また，生徒の実態の幅が広く，技能や知識，そして今回の回答にも概ね正しいものから

やや的外れなものまで，その差が反映されている面も見られた。知的障害の養護学校とし

て，一律な指導だけでなく，生徒の個々の能力に合わせた支援の工夫を考えていかねばな

らない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習ユニットに取り組む生徒の様子 

 

 

＜参考文献＞ 

・「平成 19 年度 情報教育ガイドブック」（茨城県教育研修センター） 

・「すべての先生のための「情報モラル」指導実践キックオフガイド」 

（財団法人日本教育工学振興会） 

 

＜参考サイト＞ 

・「ネット社会の歩き方」（http://www.cec.or.jp/net-walk/） 
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７ 研究のまとめ

本研究では小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の各学校において，「児童生徒に情

報モラルをはぐくむ指導の在り方」という研究主題のもとに，生徒，教師，保護者に対し，

研究主題に関する実態調査を行った。その結果を踏まえ，児童生徒に情報モラルをはぐくむ

ためには，学校において発達段階に応じた情報モラル教育の充実を図る必要があること。ま

た，家庭に対しても情報モラル教育や有害情報対策の支援を行う必要があると考えた。さら

に，携帯電話やインターネットを利用する際のマナーなどを児童生徒が学ぶ場として学校，

保護者，地域が連携して取り組み，児童生徒を見守っていくことが大切であると考えた。

そのため，研究主題に迫るためには，以下の手だてが有効であることが実態調査から分か

った。携帯電話やパソコンの所持率は小学校段階から年々増加の傾向にあり，高校生のほぼ

全員が携帯電話を所持している。このことから児童生徒に対して著作権教育を含めた情報モ

ラル教育の指導の工夫改善を図る。また，携帯電話やインターネットを利用するときのルー

ルや話し合いがない家庭が校種があがるにつれて多くなることや生徒・教師・保護者の情報

モラルに対する意識のずれが感じられるのが実態である。このことから保護者に対しては話

し合いの時間をとってもらうために保護者参加型の授業や学校行事に取り組んだ。教師に対

しては児童生徒の携帯電話やインターネットの利用状況や被害状況を把握し，研究授業や研

修の機会を増やすなど，それぞれの手だてを講じ，各学校において実践研究を実施した。

その結果，次のことが明らかになった。

(1) 小学校では，学級活動において著作権に関する内容を取り入れ，児童が自分自身や友だ

ちを大切にすることの必要性を理解することができた。親子学習会の講演では，保護者

にとって子どもに携帯電話を持たせる時期や用途を考える上でのよいきっかけづくりの

場となった。また，日常の子どもとの会話を通じて，携帯電話の利用状況を把握してお

くことも子どもを危険から守るためのポイントであることが分かった。さらに，フィル

タリング機能などの活用にも関心が高まった。学校Ｗｅｂページからの情報発信を通し

ての活動では児童と保護者，地域社会を巻き込んで，情報モラルについて学んだ。学校

Ｗｅｂページの更新やコメントの投稿方法の文書を配布するだけでは，保護者と共に情

報モラルについて考えていくことは難しいと感じたが，児童が投稿することで地域や保

護者の方の書き込みを誘発することができた。さらに，保護者が子どもたちの将来や現

実に起きている問題や携帯電話に関しての使い方やメリット，デメリット等についても

っと知らなければならないと考えていることが分かった。

(2) 中学校では，携帯電話会社と協力してケータイ安全教室を実施した。生徒は関心をもっ

て聞くことができた。特に，実例をもとに掲示板への誹謗中傷が招くトラブルが紹介さ

れる場面では，より真剣に話を聞いていた。保護者の参加を促したことも有意義であっ

た。この教室をきっかけに保護者の携帯電話に対する意識も高まったことが感じられた。

また，道徳教育に関連させた指導を通して，相手を思いやる情報モラル教育を行った。

相手のためにことばを考え，コミュニケーションをすることを授業に取り入れていくこ

とは，情報モラルを指導する上で有効であることが分かった。さらに，携帯電話やイン

ターネット利用に関する生徒集会を計画し，生徒たちに情報モラルについて考え直す機

会を設定した。携帯電話の利用に関する現状を把握し，その改善策として生徒主体の集

会を企画・立案・実践できたことは，情報モラルについて見直すきっかけとなった。
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(3) 高等学校では，「個人情報の取り扱い」と「インターネット上の掲示板・ブログ・プロ

フについて」を内容とした校内研修，生徒を対象とした携帯安全教室を行った。個人情

報の取り扱いについての教師の意識は高く，校内研修を通してさらに意識が向上した。

また，インターネット上の掲示板・ブログ・プロフの内容について，ことばでは知って

いたが，実際のサイトを見ることにより，実態把握をすることができた。外部講師を招

聘した携帯安全教室では，生徒の実態に応じて指導を行い，生徒が情報モラルを身に付

ける手だてとして大変役に立った。授業研究では「情報Ａ」を通して，インターネット

やメールを利用する際に気をつけることを中心に生徒が情報モラルを身に付けるための

取組を行った。教材を活用した疑似体験を通して，インターネット利用における基本的

な注意点を身に付けることができた。体験型の教材を授業に取り入れることで，生徒の

意欲を引き出すこともできた。授業を通して，インターネット上の様々なＷｅｂサイト

を利用する際に気をつけなければならないことを理解したようであった。

(4) 特別支援学校では，情報モラルに関する生徒の知識や考えを明らかにし，携帯電話やイ

ンターネットの正しい使い方を実践していくための支援の在り方を考えた。アンケート

や情報モラル指導教材を活用した授業実践により，生徒たちの多くは正しいマナーを知

識としては概ね理解していることが分かった。情報モラルは社会一般の正しい道徳観か

ら導きだしているのではないかという印象を受け，一般的な道徳・倫理観と情報モラル

の関連性があるのではないかと考えた。今後も生徒が道徳観を身に付けるための支援を

継続していくことが大切であることが分かった。

８ 今後の課題

(1) 学校においては，発達段階に応じた情報モラル教育の充実を図る必要がある。これから

は児童生徒がネット犯罪に巻き込まれない環境づくりも大切であるが，トラブルに巻き込

まれた場合の早急な対処の仕方や正しい法律の知識について，教師や保護者がしっかり知

っておく必要があると思う。そのためには校外研修を受ける機会を設け，さらには校内研

修や保護者会で伝達を行うなど，学校全体で情報モラルの育成に取り組んでいく体制づく

りが必要である。

(2) 授業においては，日々増加する新たな情報モラルに関する問題に対して，年間指導計画

を見直し計画的に指導していくことも課題である。社会生活全般において経験不足の生徒

も多く，自ら考えて判断し，行動する力が課題となっている。今回の研究で，模範的な回

答を示した生徒が，後に不適切な携帯電話の使い方をしていたというケースが見られた。

(3) 携帯電話会社による携帯安全教室では，有料サイトや有害サイトへのアクセスを防ぐフ

ィルタリング機能について説明してくれたが，実際にフィルタリングサービスを導入した

生徒がほとんど見られなかったのが課題として残る。

(4) 生徒集会については生徒が情報モラルを見直す結果をもたらした。さらに，今後の課題

として，保護者に公開して保護者の立場から意見や考えを聞き，それを参考にしながら生

徒に情報モラルをはぐくむ手だてを考えていきたい。

(5) 今後は学校・家庭・地域社会が連携して児童生徒を見守っていくことが大切であると考

える。
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資料１ 情報モラルに関して参考とした資料 
 
   書 名             編著者名           発 行 
 
 著作権法入門           文化庁        （社）著作権情報センター  
 
 著作権関係法令集         著作権法令研究会   （社）著作権情報センター   
 
 著作権ハンドブック        著作権法令研究会   （社）著作権情報センター   
 
 明確になる著作権２０１答     吉田 大輔       出版ニュース社 
 
 著作権法の基礎          菊池 武       （財）経済産業調査会 
 
 著作権の考え方          岡本 薫        岩波書店 
 
 誰でも分かる著作権        岡本 薫       （財）全日本社会教育連合会 
 
 著作権とのつきあい方       岡本 薫        商事法務 
 
 インターネット時代の著作権    半田 正夫       丸善ライブラリー 
 
 入門 著作権の教室        尾崎 哲夫       平凡社新書 
 
 判例から学ぶ著作権        北村 行夫       太田出版 
 
 最新 著作権関係判例と実務    知的所有権問題研究会  民事法研究会 
 
 必携！教師のための学校著作権   清水 康敬       教育出版 
 マニュアル 
 
 デジタル・コンテンツ著作権の   金井 重彦       ぎょうせい 
 基礎知識 
 
 ライブ・エンタテインメントの   福井 健策      （社）著作権情報センター   
 著作権 
 
 映画・ゲームビジネスの著作権   福井 健策      （社）著作権情報センター   
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 よくわかる音楽著作権ビジネス   安藤 和宏       リットーミュージック 
 基礎編 
 
 インターネット時代の法律入門   松倉 秀実       インプレス 
                  宮下 佳之 
                  寺本 振透 
 
 インターネットの法律問題     小林 英明       中央経済社 
 
 インターネット犯罪大全      紀藤 正樹       インフォバーン 
 
 子どもたちのインターネット    長谷川 元洋      東京書籍 
 事件簿 
 
 インターネットの心理学      坂元 章        学文社 
 
 情報モラル入門         （社）コンピュータソフト ダイヤモンド社 
                  ウェア著作権協会 
 
 情報モラル宣言          久保田 裕       ダイヤモンド社 
 
知っておきたい情報モラルＱ＆Ａ  久保田 裕       岩波書店  

                  佐藤 英雄 
 
 実践 情報モラル教育       加納 寛子       北大路書房 
 
 Ｑ＆Ａで語る           野間 俊彦       明治図書 
情報モラル教育の基本 
 
日常の授業で学ぶ情報モラル    中村 祐治       教育出版    

 
 ケータイ学入門          岡田 朋之       有斐閣選書 
 
 ネット犯罪から子どもを守る    唯野 司        ＭＹＣＯＭ新書 
 
 ネット依存の恐怖         牟田 武生       教育出版          
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 ネットワーク社会のここが危ない  日本ネットワーク    日本ネットワーク 
                  セキュリティ協会    セキュリティ協会 
 
 インターネットセキュリティが   セキュリティ研究会   技術評論社 
 わかる 
 
 情報セキュリティ読本       独立行政法人      実教出版 
                  情報処理推進機構 
  
 学校の情報セキュリティ      村上 今雄       ぎょうせい 
 
 個人情報保護法のしくみと実務   渡部 喬一       日本実業出版 
対策 
 
個人情報保護法を理解する３０問  鈴木 正朝       ダイヤモンド社 
 
 
どう対処する！校長・教頭の    長谷川 元洋      教育開発研究所 
ための個人情報保護対策 
 
必携！教師のための        角替 晃        教育出版 
個人情報保護実践マニュアル 
 

 学校における個人情報保護Ｑ＆Ａ  田淵 義朗       ＮＰＯ法人 
学校経理研究会   
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資料２ 全国教育研究所・教育センターなどの情報モラルに関する情報 
 

○ 北海道立教育研究所 
    研究・調査 
     危機管理の考えを生かした子どもとのかかわり方～子どもの心と体を守るために～ 
    http://www.doken.hokkaido-c.ed.jp/research/projects/2002/14proe/index.htm 

○ 岩手県立総合教育センター 
情報教育室 
 情報モラル指導 
http://www1.iwate-ed.jp/kakusitu/joho/moral/index.html 

○ 山形県教育センター 
県立学校におけるインターネット利用に関するガイドライン 
http://www.yamagata-c.ed.jp/jyugyou/jyohobu/gaido/gaido.htm 
育てよう情報モラル（情報モラル教育指導事例集） 
http://www.yamagata-c.ed.jp/jyugyou/jyohobu/moraru/sidoujirei.pdf 

○ 福島県教育センター 
   校内研修資料 
    情報モラルの理解と指導 
   http://www.center.fks.ed.jp/18joho/moral/hituyo.html 
○ 栃木県総合教育センター 
   調査研究 
    情報モラル指導資料 
   http://www.tochigi-c.ed.jp/cyosa/jissenshiryou/johomorals/index.htm  
○ 茨城県教育研修センター 
   情報モラルに関する情報 

http://www.center.ibk.ed.jp/zyouhou/moral/new-index/index.htm 
○ 埼玉県立総合教育センター 
   カリキュラムセンター 

教育資料 
「情報モラル教育」指導資料 

    http://www.center.spec.ed.jp/c/ce.html 
○ 東京都教育庁 

情報教育に関する指導資料 
    http://www.tnet.metro.tokyo.jp/~kyoiku/index.htm 

○ 神奈川県立総合教育センター 
情報モラル指導資料 

  http://kjd.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/moral/ 
学校情報セキュリティガイド 

  http://www.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/security/index.html 
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 ○ 新潟県立教育センター 

情報教育研修のテキスト 
 研修テキスト，情報モラル教材 

 http://www.nipec.niigata.niigata.jp/sozai-kyouzai/jouhou-text/index.html   
○ 山梨県総合教育センター 
   教育関係資料 
    Ｗｅｂ教材集 
     知ってる？ネット社会の落とし穴 
   http://www.kai.ed.jp/center/netguide/ 
○ 長野県総合教育センター 

教育情報 
校内研修ですぐに使える実践資料（情報モラル・著作権の資料及び演習問題） 

http://www.edu-ctr.pref.nagano.jp/kjouhou/jouhou/moral/index.htm  
○ 石川県教育センター 

Ｗｅｂ教材集 情報倫理教育 学習教材 
http://ewebs2.ishikawa-c.ed.jp/moral/ 
Ｗｅｂ資料集 著作権について 
http://www.ishikawa-c.ed.jp/tyosakuken/tyosakuken.htm 

○ 福井県教育研究所 
教育情報 インターネット学習資料室 
http://www.fukui-c.ed.jp/~fec/gakusyu/shiryo/index.html 

○ 岐阜県総合教育センター 
情報モラル関係資料 

    http://gakuen.gifu-net.ed.jp/~contents/tyo/newpage1.htm  
○ 愛知県総合教育センター 
   教科「情報」 
    情報モラル 
   http://www.apec.aichi-c.ed.jp/project/joho/god/moralindex.htm 
○ 京都府教育委員会 

京都みらいネット 
  情報モラル指導資料集 
 http://www1.kyoto-be.ne.jp/mirainet/moral/ 

○ 兵庫県立教育研修所 
インターネット利用のガイドライン 
http://www.hyogo-c.ed.jp/kenshusho/guide/index.html 
インターネット活用の手引 
http://www.hyogo-c.ed.jp/kenshusho/tebiki/tebiki.htm 
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○ 奈良県立教育研究所 
   資料・刊行物 
    学校の情報化 
     保護者のための情報モラルの手引き 
   http://www.nara-c.ed.jp/gakushi/kankoubutu/it-moral.pdf 
○ 岡山県教育委員会 
   みんなで学ぶ情報モラル 

http://www.pref.okayama.jp/kyoiku/sido/moral/index.htm 
○ 岡山県総合教育センター 

情報セキュリティ 
http://www.edu-ctr.pref.okayama.jp/jyose/support/dl_text/mjm/mjs.pdf 
著作権関連資料 
http://www.edu-ctr.pref.okayama.jp/jyose/support/jweb/tyosaku/tyosakumenu.htm  

   情報モラル指導教材 
   http://www2.edu-ctr.pref.okayama.jp/edu-c/moralweb/kyouzai/index.htm 
○ 高知県教育委員会 

情報倫理教育教材 
http://www.kochinet.ed.jp/joho/rinri/top.htm 
情報倫理教育教材 vol.2 
http://www.kochinet.ed.jp/joho/rinri2/index.html 
情報倫理教育教材 vol.3 

   http://www.kochinet.ed.jp/joho2/it/johorinri3/main.html 
○ 佐賀県教育委員会 

     生徒指導 
指導資料「コンピュータを利用する際のルールやマナー」 

     http://www.pref.saga.lg.jp/web/sidousiryou.html  
○ 長崎県教育センター 
   情報モラル・マナー指導教材 
   http://www.edu-c.pref.nagasaki.jp/moral/jirei-download.html 
○ 熊本県教育委員会 

熊本県教育情報システム 
情報モラルに関する教育について考える 

     http://www.higo.ed.jp/edu-c/ethics/moral.html 
家庭で行う情報モラル教育 

     http://www.higo.ed.jp/edu-c/ethics/moral_parents.html 
    インターネット・携帯電話の利用に関する家庭向け指導資料 
   http://www.higo.ed.jp/bedu/tebiki/ 
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○ 宮崎県教育研修センター 

宮崎県教育情報通信ネットワーク（教育ネットひむか） 
情報モラル・著作権に関する情報 

     http://himuka.miyazaki-c.ed.jp/inf/mainte/moral/index.htm  
○ 鹿児島県総合教育センター 

情報教育 
情報モラルの指導 

     http://www.edu.pref.kagoshima.jp/er/16jyoho/n_jyomora.htm  
○ 仙台市教育センター  

     情報モラルのページ 
http://www.sendai-c.ed.jp/moral/molallink.html 

○ さいたま市立教育研究所 
さいたま市立学校におけるインターネット利用に関するガイドライン 
http://www.saitama-city.ed.jp/network.html 

○ 川崎市総合教育センター 
   ５分でわかる情報モラル教育Ｑ＆Ａ 

http://www.keins.city.kawasaki.jp/1/KE1027/kenkyu/h18shidousyujikenkyu/ 
moralqa1022.pdf 

○ 宇都宮市教育センター 
ドキドキたいけん 情報モラルの森 

        http://www.ueis.ed.jp/joho/moral/index.htm  
○ 所沢市立教育センター 
   親子で学ぶ情報モラル 
   http://www.tokorozawa-stm.ed.jp/moral.html 
○ 船橋市総合教育センター 

情報教育 
情報モラル教育 

      http://www.gec.funabashi.ed.jp/jigyo/johokyoiku/moral.html 
○ 横須賀市教育情報センター 

原始家族 インターネットと出会う 
      http://www.edu.city.yokosuka.kanagawa.jp/gensi/index.html 

○ 厚木市教育研究所 
   育てよう！情報モラル 
   http://www2.city.atsugi.kanagawa.jp/education/kyouikuken/siryou/ 

page_5829.html 
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○ 新潟市立総合教育センター 

情報モラル 
情報モラル指導計画案 

      http://www.netin.niigata.niigata.jp/johomoral2007/moralindex.html 
○ 長岡市教育センター 

情報教育テキスト  
情報モラルの育成 

http://www.kome100.ne.jp/nkcenter/lib/txt-it/h16/moraru.pdf 
○ 沖縄市立教育研究所 
   情報モラル 

http://www02.bbc.city.okinawa.okinawa.jp/oki/gyousei/gokk/12-joho_moral/ 
index.htm 
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資料３ 情報モラルに関する主なウェブサイト 
 
著作権関係 
○ 文化庁 著作権 
  http://www.bunka.go.jp/ 
○ 教育情報ナショナルセンター 著作権／情報モラル 
  http://www.nicer.go.jp/ 
○ 社団法人著作権情報センター（CRIC） 著作権Q&Aシリーズ 
  http://www.cric.or.jp/qa/qa.html 
○ 社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会 
  http://www2.accsjp.or.jp/ 
○ 社団法人日本教育工学振興会 教師のための著作権Q&A 
   http://www.japet.or.jp/idea/ideaqa/index.html  
○ 社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC） 
  http://www.jasrac.or.jp  
○ 茨城県教育研修センター 情報モラル 
    http://www.center.ibk.ed.jp/zyouhou/moral/new-index/index.htm  
 
セキュリティ関係 
○ 総務省 国民のための情報セキュリティサイト 
  http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/security/index.htm 
○ 警察庁ハイテク犯罪対策 
  http://www.npa.go.jp/cyber/index.html 
○ 警察庁セキュリティポータルサイト 
  http://www.cyberpolice.go.jp/ 
○ 内閣官房情報セキュリティ対策推進室 
  http://www.nisc.go.jp/itso/ 
○ 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）セキュリティセンター 
  http://www.ipa.go.jp/security/ 
○ JPCERTコーディネーションセンター（JPCERT/CC） 

http://www.jpcert.or.jp/ 
○ NPO日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA） 
  http://www.jnsa.org/ 
 
個人情報関係 
○ 総務省 個人情報保護 

http://www.soumu.go.jp/gyoukan/kanri/a_05_f.htm 
○ 首相官邸 個人情報の保護に関する法律 
    http://www.kantei.go.jp/jp/it/privacy/houseika/hourituan/index.html 
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ネチケット関係 
○ ネチケットホームページ 
  http://www.cgh.ed.jp/netiquette/index-j.html 
○ ネット社会の歩き方 
  http://www.cec.or.jp/net-walk/ 
○ ねちずん村 
  http://www.netizenv.org/ 
 
その他 
○ WEB110番 
  http://www.web110.com 
 
 
キッズ版（児童生徒向け） 
○ キッズパトロール（警察庁） 

http://www.cyberpolice.go.jp/kids 
○ インターネットを利用する子供のためのルールとマナー集（こどもばん） 

http://www.iajapan.org/rule/rule4child/v2/ 
○ 楽しく学ぶ著作権 コピーライト・ワールド 

http://www.kidscric.com/index.html  
○ ネチケットを学ぼう！ サイバーネチケットコミック 
  http://www.disney.co.jp/netiquette/index.html 
○ 小学館学年誌ホームページ ネットくん 

インターネットのルールとマナー 
  http://www.netkun.com/manners/ 
 



情報教育に関する研究関係者一覧

１ 研究協力員

水戸市立河和田小学校 教諭 鈴 木 成 子

日立市立塙山小学校 教諭 於曽能 弘 樹
（平成18年度 日立市立田尻小学校）

つくばみらい市立福岡小学校 教諭 大 藤 正 晴
（平成18年度 つくば市立谷田部小学校）

行方市立麻生中学校 教諭 坂 本 俊 一

取手市立野々井中学校 教諭 菊 地 健 一

八千代町立東中学校 教諭 成 田 昭

県立山方商業高等学校 教諭 栗 栖 一 義

県立小川高等学校 教諭 宮 本 奈穂美

県立水戸高等養護学校 教諭 宮 川 信 行

２ 茨城県教育研修センター

所 長 大 川 秀 一

情報教育課長 中 川 忠 之

情報教育課長 中 村 一 夫（平成18年度）

指導主事 鮏 川 光 義

指導主事 米 永 勇 人

指導主事 小 林 宏 之

指導主事 服 部 仁 一

指導主事 吉 田 陽 一

指導主事 久 松 政 信



研究報告書第63号

情報教育に関する研究

児童生徒に情報モラルをはぐくむ

指導の在り方

平成18・19年度

平成20年３月発行

編集 茨城県教育研修センター情報教育課

発行 茨城県教育研修センター

〒309-1722

茨城県笠間市平町1410

TEL 0296(78)3211（情報教育課直通）

FAX 0296(78)2122

URL http://www.center.ibk.ed.jp


	目次
	１ 研究の趣旨
	２ 研究主題
	３ 研究を行う校種
	４ 研究期間
	５ 研究方法及び研究経過
	６ 研究内容
	(1) 研究主題に関する基本的な考え方
	(2) 研究主題に関する実態調査
	(3) 研究主題に迫るための手だて
	(4) 実践研究
	【研究１】小学校における情報モラルの指導の在り方－第４学年の情報メディア活用に対する意識の分析を通して－
	【研究２】小学校における情報モラルの指導の在り方－第５・６学年親子学習会「ちょっと待ってケータイ」を通して－
	【研究３】小学校における情報モラルの指導の在り方－学校Ｗｅｂページからの情報発信を通して－
	【研究４】中学校における保護者とともに参加する「ケータイ安全教室」の実施
	【研究５】中学校における相手を思いやる情報モラル教育の在り方－道徳教育に関連させた指導を通して－
	【研究６】中学校における生徒に情報モラルをはぐくむ指導の在り方－携帯電話に関する集会活動の工夫を通して－
	【研究７】高等学校における情報モラルの指導について－校内研修や外部講師の活用を通して－
	【研究８】高等学校における生徒に情報モラルをはぐくむ授業の研究－普通教科「情報」の授業を通して－
	【研究９】軽度知的障害養護学校・高等部における情報モラルをはぐくむための支援の在り方


	７ 研究のまとめ
	８ 今後の課題
	資料１ 情報モラルに関して参考とした資料
	資料２ 全国教育研究所・教育センターなどの情報モラルに関する情報
	資料３ 情報モラルに関する主なウェブサイト



